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は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
八
月
一
六
日
〜
二
二
日
、
柿
沼
陽
平
・
王
博
・
鮫
島
玄

樹
・
森
田
大
智
は
雲
南
省
に
点
在
す
る
諸
葛
南
征
関
連
遺
跡
を
踏
査
し
、

か
つ
現
地
の
博
物
館
で
関
連
史
料
を
見
学
し
た
【
図
１】
。
本
稿
は
そ

の
踏
査
記
録
で
あ
る
。
踏
査
地
点
は
、
雲
南
省
の
保
山
市
・
大
理
白
族

自
治
州
・
昆
明
市
・
玉
渓
市
・
曲
靖
市
に
及
ぶ
。

い
わ
ゆ
る
諸
葛
南
征
と
は
、
三
国
時
代
に
成
都
を
拠
点
と
し
た
蜀
漢

の
丞
相
諸
葛
亮
が
、
成
都
以
南
へ
遠
征
し
た
こ
と
を
さ
す
。
基
礎
史
料

と
し
て

『

三
国
志』

や

『

華
陽
国
志』

等
が
あ
る
。
先
行
研
究
も
多
く
、

姜
南
や
羅
開
玉
の
専
門
書
の
ほ
か

(

１)

、
各
地
域
の
遺
跡
や
伝
承
に
か
ん
す

る
論
文
が
あ
る
。
南
征
軍
の
行
軍
ル
ー
ト
や
そ
の
到
達
地
点
を
め
ぐ
っ

て
は
論
争
が
あ
る
。
諸
葛
亮
本
人
が
昆
明
ま
で
到
達
し
た
点
に
ほ
ぼ
異

論
は
な
い
も
の
の
、
昆
明
よ
り
奥
地
に
至
っ
た
か
は
確
言
し
が
た
い
。

保
山
・
大
理
ま
で
達
し
た
と
す
る
論
者
も
い
れ
ば

(

２)

、
そ
こ
ま
で
は
達
し

て
い
な
い
と
す
る
論
者
も
い
る

(

３)

。

た
と
え
ば
本
文
編
著
者
の
柿
沼
陽
平
は
、
諸
葛
亮
本
隊
が
昆
明
ま
で

達
し
た
点
は
認
め
る
も
の
の
、
保
山
や
大
理
に
ま
で
達
し
た
と
の
べ
る

史
料
は
後
世
の
も
の
で
あ
っ
て
、
後
世
の
史
料
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
諸

葛
南
征
の
範
囲
を
広
く
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
と
し
、
諸
葛
亮
本
隊
が
昆

明
よ
り
も
さ
ら
に
西
方
や
南
方
に
ま
で
至
っ
た
点
に
は
否
定
的
で
あ
る

(

４)

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
山
や
大
理
に

｢

諸
葛
亮
関
連
遺
跡｣

が
あ
る
の
は

不
自
然
で
あ
り
、
そ
う
し
た

｢

遺
跡｣

は
諸
葛
亮
没
後
に

｢

南
征
の
範

囲｣
が
広
ま
っ
た
結
果
、
後
付
け
で
作
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と

に
な
る
。

加
え
て
、
た
と
え
ば
玉
溪
市
に
は
関
索
や
関
銀
屏
に
ま
つ
わ
る
史
跡

が
多
い
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
人
物
は
実
在
せ
ず
、
あ
く
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ま
で
も
後
世
生
み
出
さ
れ
た
架
空
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
関
索

や
関
銀
屏
に
か
か
わ
る

｢

史
跡｣

も
後
世
の
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
意
義
は
、
諸
葛
南
征
の
史
実
を
追

求
す
る
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ

｢

諸
葛
南
征
が
当
地
で
い
か
に
語
り

つ
が
れ
、
創
造
さ
れ
た
の
か｣

と
い
う
現
地
民
の
記
憶
や
信
仰
を
解
明

す
る
点
に
あ
る

(

５)

。
以
下
、
旅
程
に
沿
っ
て
詳
細
を
述
べ
る
。

八
月
一
六
日

(

金)

王
は
Ｈ
Ｕ
七
二
一
一

(

北
京
七
時
二
〇
分
発)

と
Ｃ
三
四
八

(

昆
明

一
七
時
二
六
分
発)

を
乗
り
継
い
で
保
山
駅
に
到
着
。
レ
ン
タ
カ
ー
を

確
保
し
、
悦
辰
酒
店

(

保
山
火
車
站
店)

に
宿
泊
。
鮫
島
は
Ｍ
Ｕ
五
七

〇
四

(

北
京
一
〇
時
三
〇
分
発)

で
昆
明
に
向
か
い
、
続
い
て
Ｋ
六
一

〇
六

(

昆
明
二
〇
時
五
〇
分
発)

で
保
山
に
向
か
っ
た
。

八
月
一
七
日

(

土)

鮫
島
は
五
時
半
に
悦
辰
酒
店

(

保
山
火
車
站
店)

に
到
着
し
た
。
八

時
半
に
、
王
・
鮫
島
は
悦
辰
酒
店
よ
り
保
山
雲
瑞
空
港
へ
移
動
。
柿
沼

は
Ｍ
Ｕ
九
七
四
八

(

成
都
七
時
五
〇
分
発)

で
保
山
雲
瑞
空
港
に
到
着
。

九
時
半
頃
に
王
・
鮫
島
・
柿
沼
合
流
。

保
山
市
は
雲
南
省
南
西
部
に
位
置
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
境
を
接
す
る

都
市
で
、
後
漢
時
代
の
永
昌
郡
に
あ
た
る
。
永
昌
郡
は
明
帝
期
に
哀
牢

王
の
降
伏
を
う
け
て
設
置
さ
れ
た
郡
で
あ
る

(

６)

。
保
山
市
の
諸
葛
南
征
関

連
遺
跡
に
つ
い
て
は
整
理
が
あ
り

(

７)

、
保
山
を
含
む
雲
南
西
部
地
域
の
諸
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【図１】 昆明・玉渓・曲靖の地形図 (柿沼作図)



葛
亮
伝
説
に
つ
い
て
も
研
究
が
あ
る
の
で

(

８)

、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
踏
査

し
た
【
図
２
、
図
３】

。

保
山
雲
瑞
空
港
か
ら
国
道
Ｇ
三
二
〇
を
北
上
し
、
漢
営
村
へ
向
か
う
。

漢
営
村
は
諸
葛
営
や
諸
葛
村
と
も
い
う

(

９)

。
一
説
に
は
、
諸
葛
亮
が
孟
獲

を
捕
え
て
こ
こ
に
屯
営
を
築
い
た
の
ち
、
遺
民
が
武
侯
祠
を
建
て
て
諸

葛
村
と
名
付
け
た
と
い
う

(�)
。
村
民
は
諸
葛
亮
の
遺
民
を
自
称
し
、｢

舊

漢
人｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

(�)
。

九
時
五
六
分
、
漢
営
村
南
西
の
諸
葛
堰

(��
°���������
、��
°

���������
)

に
到
着
【
図
４
、
図
５】

。
当
地
は
、
国
道
Ｇ
三
二
〇
の

西
側
、
大
沙
河
の
南
岸
に
位
置
す
る
。
現
地
の
保
山
市
重
点
文
物
保
護

単
位
碑
に
よ
る
と
、
本
遺
跡
は
俗
称
を
大
海
子
と
い
い
、
諸
葛
南
征
時

に
洗
馬
池
が
築
か
れ
た
た
め
、
の
ち
に

｢
諸
葛
堰｣

と
名
付
け
ら
れ
、

堤
の
高
さ
は
九
・
五
メ
ー
ト
ル

(

以
下
、
ｍ)
、
長
さ
は
一
八
〇
〇
ｍ
、

堤
の
頂
上
の
幅
は
二
・
五
ｍ
、
容
量
は
二
二
〇
万�
だ
と
い
う
。
地
方

志
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
は
も
と
も
と
三
つ
の
堰
が
あ
り
、
大
諸
葛
堰
・

小
諸
葛
堰
・
東
岳
堰
、
あ
る
い
は
諸
葛
堰
・
中
堰
・
小
堰
と
よ
ば
れ
て

い
た

(�)

。
ま
た
諸
葛
堰
は
、
明
の
成
化
年
間

(

一
四
六
五
年
〜
一
四
八
七

年)

に
御
史
の
朱
皚
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
た
め
、｢

御
史
堰｣

と
よ

ば
れ
た
こ
と
も
あ
る

(�)

。
諸
葛
堰
東
側
の
土
手
上
か
ら
内
側
を
眺
め
た
と

こ
ろ
、
現
在
も
少
量
な
が
ら
貯
水
が
あ
り
、
大
部
分
は
草
に
覆
わ
れ
て

い
た
。
諸
葛
堰
の
機
能
や
関
連
碑
文
に
つ
い
て
は

『

保
山
市
水
利
志』

に
く
わ
し
い

(�)

。

大
沙
河
河
畔
に
は
走
馬
場
跡
が
あ
り
、
か
つ
て
は
走
馬
盛
会
と
い
う
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【図２】 保山の地形 (柿沼作図)
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【図３】 保山市のおもな訪問先 (鮫島作図)

【図４】 漢営村周辺



催
し
が
行
わ
れ
、
民
国
期
に
廃
れ
た
と
い
わ
れ
る

(�)

。
明
代
に
は
走
馬
盛

会
に
関
係
す
る

｢

観
騎
楼｣

な
る
建
築
物
が
あ
っ
た
ら
し
く

(�)

、
現
存
し

な
い
。
大
沙
河
の
旧
河
道
は
諸
葛
営
遺
跡

(

後
述)

北
側
を
通
っ
て
い

た
た
め

(�)

、
走
馬
場
は
そ
の
南
側
で
あ
ろ
う
。
当
地
は
現
在
ほ
ぼ
農
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
漢
営
村
の
東
五
キ
ロ
程
の
と
こ
ろ
に

｢

保
山
漢
営
走
馬
古
鎮｣

な
る
最
近
の
観
光
地
も
あ
る
ら
し
い
が
、
行

か
な
か
っ
た
。

諸
葛
堰
の
北
東
に�
営
村
が
広
が
っ
て
い
る
。
車
で
村
内
に
入
っ
た

が
、
道
路
が
狭
い
た
め
途
中
下
車
し
、
徒
歩
で
村
東
部
の
は
ず
れ
に
向

か
っ
た
。

一
〇
時
二
二
分
、
諸
葛
営
遺
跡

(��

°���������

、��

°��������
�
)

に
到
着
【
図
６】

。
李
枝
彩
に
よ
る
と
、
遺
跡
は
東
西
三
七
〇
ｍ
、

南
北
三
一
五
ｍ
、
総
面
積
一
一
・
六
万
平
方
㎡
で
、
西
側
に
は
外
郭
が

あ
っ
た
。
後
漢
時
代
の
磚
な
ど
が
発
掘
さ
れ
、
少
な
く
と
も
後
漢
中
晩

期
に
は
大
規
模
な
建
築
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
周
辺
か
ら
は
西
晋
の

｢

元
康
四
年｣

磚
な
ど
も
発
掘
さ
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
雲
南
省
文
物
考
古

研
究
所
は
二
〇
〇
五
年
に
城
壁
・
濠
・
建
築
物
跡
・
火
災
跡
等
を
発
掘

調
査
し
、
西
側
城
壁
が
南
側
に
二
二
〇
ｍ
ほ
ど
、
北
側
城
壁
が
西
に
二

五
〇
ｍ
ほ
ど
の
び
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
付
郭
も
し
く
は
外
城
で
あ

る
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
永
昌
郡
郡
治
が
不
韋
県(

保
山
市
金
鶏
郷)

、

�
唐
城
が
後
漢
永
平
一
〇
年

(

六
七
年)

設
置
の
益
州
西
部
都
尉
の
治

所
で
大
理
白
族
自
治
州
雲
龍
県
に
あ
る
と
の
説
を
批
判
し

(�)

、
保
山
市
金

鶏
郷
や
雲
龍
県
で
城
跡
が
未
発
見
で
あ
る
こ
と
、
益
州
西
部
都
尉
の
代
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【図５】 諸葛堰



わ
り
に
永
昌
郡
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
益
州
西
部
都
尉
鄭
純
が
そ
の
ま

ま
永
昌
太
守
に
遷
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
彼
の
死
後
に
哀
牢
王
が�
唐

城
を
攻
め
て
永
昌
太
守
王
尋
を
破
っ
た
と
史
料
に
あ
る
こ
と
か
ら

(�)

、

｢

最
初
期
の
永
昌
郡
治
＝�
唐
城
＝
本
城
跡｣

と
す
る

(�)

。
本
城
趾
南
西

に
は
か
つ
て
永
昌
道

(

南
方
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
部)

が
あ
っ
た
の
で

(�)

、

諸
葛
営
付
近
の
地
域
は
交
易
・
軍
事
の
要
地
だ
っ
た
で
あ
ろ
う

(�)

。

諸
葛
営
遺
跡
付
近
に
は
雲
南
省
重
点
文
物
保
護
単
位

｢

諸
葛
営
遺
跡｣

碑

(

一
九
九
三
年
立
碑)

と
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位

｢

漢
荘
城
址｣

碑

(

二
〇
〇
一
年
立
碑)

が
あ
っ
た
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
は

｢

建
武
四
年｣

磚
や

｢

長
樂
壽
未
央｣

磚
が
出
土
し
、
雲
南
省
で
も
っ

と
も
代
表
的
な
漢
代
文
化
遺
産
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
は
ほ
ぼ
農
地
と

道
路
に
な
っ
て
お
り
、
す
ぐ
東
側
に
杭
瑞
高
速
が
通
っ
て
い
る
。
当
日

は
雑
草
が
多
か
っ
た
が
、
城
壁
跡
ら
し
き
土
手
が
み
え
、
西
側
城
壁
の

延
伸
部
分
も
確
認
で
き
た
。
雲
南
省
に
は
諸
葛
亮
の
名
を
冠
す
る
城
跡

が
多
く
、
羅
開
玉
が
列
挙
し
て
い
る

(�)

。
な
お
漢
営
村
東
側
に
は
も
と
も

と

｢

東
嶽
堰｣

(

別
名

｢

小
海
子｣)

が
あ
り
、
諸
葛
亮
が
旗
を
立
て
た

台

(

旗
台)

や

(�)
、｢

右
軍
台｣

(

王
羲
之
の
碑
刻)

も
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
が

(�)
、
現
在
は
ほ
ぼ
農
地
化
さ
れ
、
小
規
模
な
溜
池
が
点
在
す
る

の
み
で
あ
る
。

漢
営
村
で
高
齢
の
住
民
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は

な
お
蜀
漢
兵
の
遺
民
の
子
孫
を
自
認
し
、
村
内
に
諸
葛
氏
が
残
っ
て
い

る
と
し
、
若
い
世
代
は
自
分
た
ち
の
歴
史
的
背
景
を
知
ら
な
い
と
の
べ

て
い
た
。
村
内
に
は
公
園
が
あ
り
、
壁
面
に

｢

漢
営｣

と
記
さ
れ
、
諸
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【図６】 諸葛営遺跡西側城壁南側延伸部分



葛
亮
・
関
羽
・
張
飛
ら
し
き
人
物
と
軍
営
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
ち

な
み
に
諸
葛
営
に
は
武
侯
祠
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
清
・
咸
豊
一

一
年

(
一
八
六
一
年)

に
偽
揚
威
都
督
の
蔡
七
児
が
数
万
の
賊
軍
を
率

い
て
蜂
起
し
、
同
年
二
月
一
四
日
に
副
将
福
申
の
駐
屯
し
て
い
た
諸
葛

営
に
到
達
し
た
さ
い

(�)
、
武
侯
祠
は
破
壊
さ
れ
、
以
来
修
復
さ
れ
て
い
な

い
ら
し
い

(�)
。
羅
開
玉
に
よ
る
と
、
南
中
地
域
の
諸
葛
亮
信
仰
は
孔
子
や

関
羽
の
信
仰
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
、
き
っ
か
け
は
唐
の
玄
宗
の
天
宝

七
年

(

七
四
八
年)

に
歴
代
忠
臣
廟
建
設
命
令
が
出
さ
れ
た
と
き
に
遡

る
と
い
う

(�)
。

一
〇
時
四
五
分
、
東
岳
廟

(��
°���������
、��
°���������

)

に
到
着
。
東
岳
廟
は
康
煕
帝
期

(

一
六
六
二
年
〜
一
七
二
二
年)

に
修

築
さ
れ
た
の
ち
に
焼
け
落
ち
、
乾
隆
四
七
年
(
一
七
八
二
年)

と
道
光

五
年

(

一
八
二
五
年)

に
修
築
さ
れ
た
。
の
ち
咸
豊
一
一
年

(

一
八
六

一
年)

の
兵
乱
で
破
壊
さ
れ
、
の
ち
修
築
さ
れ
た

(�)
。
現
在
の
建
築
物
は

か
な
り
新
し
い
。
正
面
の
建
築
は
村
民
の
図
書
室
、
右
側
建
築
は
展
示

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

｢

漢
営
東
岳
廟
簡
介｣

に
よ
る
と
、

本
廟
は
唐
代
創
建
で
、
老
朽
化
の
た
め
二
〇
一
八
年
〜
二
〇
二
四
年
二

月
に
修
復
さ
れ
た
と
い
う
。
東
岳
廟
前
の
道
路
沿
い
に
面
し
た
壁
面
に

は
、
修
復
工
事
に
寄
付
し
た
者
の
名
簿
と
、
寄
付
者
の
石
碑
を
建
立
す

る
と
の
告
知
が
掲
出
さ
れ
て
い
た
。

漢
営
村
を
出
発
し
、
国
道
Ｇ
三
二
〇
を
北
上
し
て
保
山
市
博
物
館

(��

°���������
、��
°���������

)

に
向
か
う
。
一
一
時
二
〇
分
に

到
着
し
た
が
、
も
う
す
ぐ
昼
休
み
な
の
で
三
〇
分
ほ
ど
で
退
館
す
る
よ

う
告
げ
ら
れ
た
。
博
物
館
は
銅
鼓
の
形
を
摸
し
た
建
築
で
、
哀
牢
国
を

主
題
に
し
た
展
示
の
ほ
か
、
諸
葛
営
遺
跡
な
ど
の
保
山
市
内
の
諸
葛
南

征
関
連
遺
跡
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
急
ぎ
足
で
参
観
を
済
ま
せ
た
の
ち
、

売
店
で
書
籍
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
、
太
保
山
森
林
公
園

に
向
か
っ
た
。

一
二
時
四
八
分
、
太
保
山
森
林
公
園
の
麓

(��

°���������

、��

°

���������
)

に
到
着
。
太
保
山
は
保
山
市
中
心
の
西
に
位
置
す
る
山
で
、

明
清
時
代
に
は
永
昌
府
な
ど
重
要
拠
点
が
置
か
れ
た
。
山
を
登
り
始
め

て
す
ぐ
に
玉
皇
閣
が
あ
り
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
碑
が
置
か
れ
て

い
る
。
登
山
道
を
登
る
こ
と
二
〇
分
、
一
三
時
一
一
分
に
武
侯
祠
に
到

着
し
た
【
図
７
、
８】

。
武
侯
祠
入
口
に
は
、
保
山
市
重
点
文
物
保
護

単
位
碑

(

二
〇
一
二
年
立
碑)

が
あ
る
。

こ
の
武
侯
祠
は
嘉
靖
年
間

(

一
五
二
二
〜
一
五
六
六
年)

に
建
立
さ

れ
、
康
煕
二
六
年

(

一
六
八
七
年)

に
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
漢
営
村

の
武
侯
祠
と
同
じ
く
咸
豊
一
一
年

(

一
八
六
一
年)

の
兵
乱
で
破
壊
さ

れ
、
光
緒
五
年

(

一
八
七
九
年)

に
部
分
的
に
再
建
さ
れ
た

(�)

。
廟
の
正

殿
は
施
錠
さ
れ
て
い
た
が
、
外
側
か
ら
諸
葛
亮
・
呂
凱
・
王
伉
の
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
呂
凱
・
王
伉
は
諸
葛
南
征
に
際
し
て
、
永
昌
郡

を
守
備
し
て
功
績
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る

(�)

。
武
侯
祠
裏
に
保
山
歴
史
名

人
堂
が
あ
り
、
呂
凱
と
王
伉
の
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

武
侯
祠
裏
に
は
太
保
公
園
碑
林
も
あ
っ
た
。
そ
の�
陽
区
重
点
文
物

保
護
単
位
碑

(
一
九
八
四
年
立
碑)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
碑
林
は
一
九
八

四
年
に
創
建
さ
れ
、
廟
や
永
昌
府
に
か
ん
す
る
明
〜
民
国
の
石
碑
が
保
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【図７】 太保山武侯祠

【図８】 太保山武侯祠諸葛亮像



存
さ
れ
て
い
る
と
い
う

(�)
。
碑
林
と
そ
の
周
辺
を
参
観
し
て
い
る
と
、
碑

林
か
ら
す
こ
し
外
れ
た
場
所
に
多
数
の
石
碑
が
無
造
作
に
放
置
さ
れ
て

い
た
。
明
清
の
墓
誌
の
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
仏
教
関
係
と
思
し
い
碑

も
あ
り
、
北
元
の

｢

宣
光｣

と
い
う
紀
年

(

一
三
七
一
〜
一
三
七
八
年)

が
み
え
た
【
図
９
、��
、��】
。
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
放
置
さ
れ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
保
存
状
態
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
侯
祠
周
辺
の
太
保
山
山
頂
付
近
は
、
永
昌
府
城
の
城
壁
跡
が
散
在

し
て
お
り
、
保
山
市
重
点
文
物
保
護
単
位
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
太

保
山
に
は

｢

糧
堆｣

や

｢

保
山
断
脈｣

と
呼
ば
れ
る
場
所
も
あ
り
、
諸

葛
亮
に
関
連
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る

(�)
。
た
だ
、
具
体
的
に
ど
こ
を
指
し

て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
下
山
中
、
雲
南
に
お
け
る
反
清
運

動
の
功
労
者
の
楊
振
鴻

(

一
八
七
四
〜
一
九
〇
九)

や
彭�冥(
一
八
八

八
〜
一
九
一
二
年)

の
墓
が
あ
っ
た
。
玉
皇
閣
を
見
学
し
、
太
保
山
を

後
に
す
る
。

北
東
に
向
か
っ
て
車
で
走
る
こ
と
一
時
間
、
一
五
時
四
二
分
に
金
鶏

郷
に
到
着
し
た
。
こ
こ
は
呂
凱
の
故
郷
と
さ
れ
て
い
る

(�)
。
金
鶏
中
学
北

西
の
川
沿
い
に
は
、
民
国
期
の
石
標
が
あ
り
、｢�
陽
遷
亭
侯
雲
南
太

守
呂
季
平
先
生
故
里｣

の
文
字
が
あ
っ
た
【
図��】
。

そ
こ
か
ら
川
を
渡
っ
た
北
側
の
高
台
に
、
将
台
寺

(��
°��������

�

、��

°���������
)

が
あ
る
【
図��】 (�)

。
こ
こ
に
は
も
と
も
と
呂
凱

の
作
っ
た
台
が
あ
っ
た
ら
し
い

(�)

。
寺
内
の
掲
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寺
の

建
立
は
明
清
交
替
期
で
、
は
じ
め
は
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
・
諸
葛
亮
・

呂
凱
ら
を
祀
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
仏
教
の
活
動
場
所
に
な
っ
て
い
っ
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【図９】 明清永昌府城跡と散乱する石碑
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【図10】 明代弘治11年11月碑【図11】 宣光３年６月碑

【図12】 呂凱故里石標【図13】 将台寺



た
と
い
う
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
寺
の
前
の
カ
イ
ノ
キ
は
諸
葛
亮
の
杖
に

な
っ
た
と
も
、
呂
凱
が
馬
を
つ
な
い
だ
場
所
と
も
さ
れ
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル

は
諸
葛
亮
の
羽
扇
に
な
っ
た
と
も
、
呂
凱
の
馬
鞭
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
、
寺
の
南
側
に
は
カ
イ
ノ
キ
と
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が

生
え
て
い
た
が
、
設
置
さ
れ
て
い
た
古
樹
名
木
保
護
牌
に
よ
る
と
、
カ

イ
ノ
キ
の
樹
齢
は
一
五
〇
〇
年
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
一
〇
〇
年
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

寺
は
南
側
が
急
斜
面
に
臨
ん
で
い
る
た
め
、
北
側
に
入
り
口
が
あ
る
。

北
側
の
外
壁
に
は
、｢

點
將｣
、｢
古
城
遺
跡｣

と
書
か
れ
、
諸
葛
亮
ら

し
き
人
物
と
、
軍
勢
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
寺
内
東
側
の
建
物
内
部

に
は
諸
葛
亮
像
が
あ
る
。
左
右
に
六
体
の
武
将
像
も
あ
り
、
一
つ
は
呂

凱
で
あ
ろ
う
が
、
寺
内
の
僧
侶
に
聞
い
て
も
ど
れ
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な

い
と
の
こ
と

(�)
【
図��】
。
な
お
金
鶏
郷
に
は
立り
つ�
け
つ

石せ
き

(

呂
凱
が
戟
を
置

い
た
石)

が
あ
る
と
さ
れ
る
が

(�)
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
将
台
寺

周
辺
は
漢
代
永
昌
郡
治
の
不
韋
県
に
あ
た
り

(�)
、
金
鶏
村
北
に
古
城
坡
遺

跡
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
城
壁
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

(�)
。
帰

り
際
に
、
僧
侶
か
ら
親
切
に
も

｢

中
元
節
な
の
で
精
進
料
理
を
振
る
舞

う｣

と
い
わ
れ
た
が
、
遠
慮
し
た
。

続
い
て
哀
牢
寺
に
向
か
っ
た
【
図��
、
図��】
。
哀
牢
寺
の
あ
る
山

(

哀
牢
山)

は
太
保
山
の
東
に
あ
り
、
向
か
い
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
哀
牢
山
に
は
本
来

｢

天
井｣

な
る
井
戸
が
あ
っ

て
水
量
が
増
減
し
、
現
地
民
は
そ
の
水
量
か
ら
豊
作
か
凶
作
か
を
占
っ

た
と
い
う
。
ま
た
山
下
に
は｢

玉
泉｣

と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
井
戸
も
あ
っ
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【図14】 将台寺の諸葛亮・呂凱 (南蛮指掌図をもつ) など
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【図15】 哀牢山より保山市街をのぞむ

【図16】 哀牢寺



た

(�)
。
ま
た
、
哀
牢
山
上
の
井
戸
は
も
と
も
と
諸
葛
亮
が
掘
っ
た
も
の
で
、

｢
諸
葛
井｣

と
呼
ば
れ
、
井
戸
の
中
に
は
燈
の
よ
う
な
明
か
り
が
み
え

る
と
の
伝
説
も
あ
る

(�)
。
だ
が
哀
牢
寺
の
洞
窟
内
に
井
戸
ら
し
き
も
の
は

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

保
山
駅
に
到
着
後
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
し
、
夕
食
を
と
る
。
列
車
に

乗
り
遅
れ
た
の
で
、
切
符
を
買
い
直
し
、
Ｃ
三
七
〇

(

一
九
時
一
五
分

保
山
発)

で
大
理
へ
向
か
い
、
大
理
駅
で
新
た
に
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り

た
。
そ
の
こ
ろ
森
田
は
、
Ｍ
Ｕ
二
九
二

(

名
古
屋
八
時
五
五
分
発)

と

Ｍ
Ｕ
五
八
二

(

上
海
一
七
時
〇
五
分
発)

を
乗
り
継
い
で
大
理
に
到
着
。

各
々
大
理
漫
湾
麗
呈
酒
店
に
移
動
し
て
合
流
し
、
宿
泊
。

八
月
一
八
日

(

日)

八
時
四
五
分
、
大
理
漫
湾
麗
呈
酒
店
出
発
【
図��】
。

九
時
一
〇
分
、
大
理
白
族
博
物
館

(��
°���������
、���
°����

�����
)

着
。
旧
石
器
時
代
〜
中
国
共
産
党
長
征
期
の
幅
広
い
遺
物
が

展
示
さ
れ
、
諸
葛
南
征
関
連
の
も
の
と
し
て
蜀
漢
紀
年
磚
が
あ
っ
た
。

既
述
の
通
り
、
諸
葛
亮
本
人
は
大
理
・
保
山
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
が
、

保
山
市
か
ら
蜀
漢
紀
年
磚
が
出
土
し
て
い
る
た
め
、
当
地
に
は
蜀
漢
の

影
響
力
が
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。
本
紀
年
磚
こ
そ
そ
の
証
拠
で

あ
る
【
図��】
。

博
物
館
に
は
ほ
か
に
大
理
市
喜
洲
鎮
弘
圭
山
墓
群
出
土
の
後
漢
永
元

六
年

(

九
四
年)

磚
、
蜀
漢
延
熙
紀
年
磚
、
西
晋
太
康
六
年

(

二
八
五)

磚
が
展
示
さ
れ

(�)

、
後
漢
・
蜀
漢
・
西
晋
の
影
響
力
が
大
理
地
方
に
及
ん
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【図17】 大理の地形 (柿沼作図)



で
い
た
こ
と
を
し
め
す
よ
う
で
あ
る
【
図��
、��】

。
さ
ら
に
、
大
理

製
薬
場
後
漢
墓
出
土
陶
楼
明
器
上
に
座
禅
を
く
む
人
物
が
い
る
点
は
、

そ
の
こ
ろ
の
仏
教
伝
播
に
よ
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
て
興
味
深
い
【
図

��
、��】

。
ま
た
大
理
市
大
展
屯
後
漢
墓
出
土
陶
水
田
明
器
に
は
男
根

像
が
屹
立
し
、
こ
れ
は
銅
鼓
に
も
み
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
て
、
漢

代
雲
南
男
根
崇
拝
を
窺
わ
せ
る
【
図��】

。
一
〇
時
、
博
物
館
出
発
。

一
〇
時
二
〇
分
、
天
生
橋
・
江
風
寺
入
口(��

°���������

、���

°

���������
)

着
。
雲
南
に
は
天
生
橋
な
る
地
名
が
散
見
し
、
我
々
が
訪

れ
た
天
生
橋
は
明
清
地
方
志
等
に
み
え
、
天
橋
・
石
馬
橋
と
も
呼
ば
れ

た

(�)

。｢

江
風
寺｣

の
名
は
明
清
地
方
志
に
み
え
な
い
が
、
乾
隆
三
七
年

(

一
七
七
二
年)

〜
同
四
七
年

(

一
七
八
二
年)

の
清
・
呉
大�『�眞

南
聞
見
録』

に
よ
れ
ば
、
天
生
橋
を
渡
っ
た
先
に
、
仏
僧
の
住
む
小
廟

が
あ
っ
た
と
い
う

(�)

。

踏
査
時
、
入
口
付
近
に
は
多
く
の
人
が
湧
水
を
汲
み
に
来
て
い
た

【
図��】
。
ま
た
寺
へ
の
寄
付
者
名
を
記
し
た
功
徳
碑
が
あ
っ
た
。
陳

愛
国
に
よ
れ
ば
、
江
風
寺
は
付
近
の
打
魚
村
が
管
理
し
、
二
〇
〇
二
〜

二
〇
〇
九
年
に
村
民
の
寄
付
で
大
幅
修
繕
が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
雨
師
・

風
伯
に
加
え
、
新
た
に
小
黄
龍
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

(�)

。
現
地

民
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
同
様
の
答
え
が
得
ら
れ
た
。
江
風
寺
境
内
に
は

い
く
つ
か
の
碑
文
が
あ
り
、｢��
葛
武
侯
擒
孟
獲
處｣

碑
と
南
明
永

暦
五
年

(
一
六
五
一
年)

碑
が
と
く
に
古
そ
う
で
あ
る
【
図��
、��】
。

だ
が
前
者
は
損
傷
で
紀
年
が
み
え
ず
、
後
者
は
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

よ
う
な
も
の
で
塗
り
固
め
ら
れ
、｢

天
生�□｣
に
作
る
が
、
詳
細
不
明
。
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【図18】 蜀漢延熙紀年磚
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【図19-1】 西晋太康六年磚

【図19-2】 後漢永元六年磚
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【図20】 西晋太康六年磚

【図21】 大理製薬場後漢漢墓出土の陶楼明器



一
〇
時
四
五
分
、
天
生
橋
・
江
風
寺
出
発
。

一
一
時
五
分
、
諸
葛
廟

(��
°������������

°���������
)

着

【
図��】
。
大
理
の
諸
葛
廟
は
大
理
栖
谷
温
泉
酒
店
の
敷
地
内
に
あ
る
。

現
地
民
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
白
族
の
諸
葛
廟
で
あ
る
と
い
う
。
現
地
の

｢

孔
明
碑
文｣

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
に
で
き
た
も
の
の
よ
う
で
、

由
来
は
古
く
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
諸
葛
亮
が
祀
ら
れ
る
中
央
の
廟
に
加

え
、
左
右
に
も
廟
が
あ
る
。
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
る
ら
し
く
、
功
徳

碑
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
理
駅
付
近
で
昼
食
を
と
り
、
鮫
島
・
森
田

は
高
鉄

(
Ｄ
三
九
五
四
、
一
二
時
四
五
分
発
、
一
四
時
四
三
分
昆
明
駅

着)

で
昆
明
に
向
か
い
、
柿
沼
・
王
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
別
行
動
を
と
っ

た
。
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【図22】 大理製薬場後漢墓出土陶楼明器上の座禅をくむ人物

【図23】 大理市大展屯後漢墓出土陶水田明器

と男根
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【図24】 天生橋前の水汲み場

【図25】 江風寺と ｢��葛武侯擒孟獲處｣ 碑



鮫
島
・
森
田
は
宿
泊
先
の
雲
南
文
化
主
題
銘
宿
に
荷
物
を
置
き
、
一

六
時
に
雲
南
省
博
物
館
着

(

微
信
の
ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
る
事
前

予
約
必
要)

。
銅
鼓
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
碑
文
な
ど
は
レ

プ
リ
カ
も
多
か
っ
た
。
一
七
時
一
〇
分
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
雲
南
省

博
物
館
出
発
。

一
七
時
四
〇
分
、
雲
南
民
族
大
観
園
内
の
昔
日
武
侯
扎
営
処

(��

°

������������
°���������

)

に
到
着
。
雲
南
民
族
大
観
園
は
す
で

に
閉
園
時
間
だ
っ
た
た
め
、
人
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
。
昔
日
武
侯
扎
営
処

に
は
諸
葛
亮
・
劉
備
・
張
飛
・
関
羽
・
趙
雲
・
孟
獲
・
関
興
の
現
代
風

石
像
が
あ
り
、
背
面
に

｢

昔
日
武
侯
扎
營
處｣

の
字
が
あ
る
【
図��】
。

周
囲
は

｢

許
願
池｣
と
い
う
釣
り
堀
で
、
竿
や
餌
も
借
り
る
こ
と
が
で
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【図26】 永暦五年碑

【図27】 温泉街の諸葛廟



き
る
。
雲
南
民
族
大
観
園
閉
園
後
も
釣
り
堀
は
使
用
可
能
で
、
一
〇
人

ほ
ど
の
太
公
望
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
た
。
な
お
昔
日
武
侯
扎
営
処
に

ほ
ん
と
う
に
諸
葛
亮
の
営
が
あ
っ
た
と
の
史
的
根
拠
は
な
い
。
見
学
後
、

バ
ス
に
乗
っ
て
昆
明
駅
に
向
か
い
、
柿
沼
・
王
と
合
流
。

一
方
、
柿
沼
・
王
は
諸
葛
廟
見
学
後
、
鮫
島
・
森
田
と
別
行
動
を
と

り
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
太
和
城
遺
跡
へ
。
途
中
で
昼
食
を
と
る
。

一
三
時
一
〇
分
、
太
和
城
遺
跡
到
着
。
当
該
城
は
七
三
八
年
〜
七
七

九
年
ま
で
南
詔
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
だ
っ
た
。
城
内
西
側

に
あ
る
南
詔
徳
化
碑
は
七
六
六
年
に
立
て
ら
れ
、
天
宝
年
間
前
後
の
南

詔
と
唐
と
の
戦
争
の
経
緯
と
、
南
詔
初
期
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
状

況
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
高
一
ｍ
、
幅
二
・
四
六
ｍ
、
厚
さ
〇
・

五
八
ｍ
。
全
国
第
一
批
重
点
文
物
保
護
単
位
【
図��
、��】

。
た
い
へ

ん
有
名
な
文
物
な
の
で
説
明
は
省
く
。

一
四
時
五
〇
分
、
南
詔
鉄
柱
に
到
着
。
南
詔
鉄
柱
は
廟
内
に
あ
っ
た
。

廟
全
体
が
修
繕
工
事
中
で
、
鉄
柱
周
囲
に
も
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
鉄
柱
正
面
に
は
文
字
が
あ
り
、
背
面
・
側
面

に
文
字
は
な
い
【
図��
、��】
。

夕
飯
を
と
り
、
雲
南
文
化
主
題
銘
宿
に
宿
泊
。
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【図28】 石像裏面 ｢昔日武侯扎營處｣

【図29】 南詔徳化碑
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【図30】 南詔徳化碑の一部拡大【図31】 南詔鉄柱

【図32】 南詔鉄柱の赤外線写真



八
月
一
九
日

(

月)

一
九
日
の
訪
問
先
は
、
昆
明
市
晋
寧
区
と
玉
渓
市
澄
江
県
・
紅
塔
区

に
ま
た
が
る
地
域
で
、
明
清
時
代
の
澄
江
府
に
あ
た
る
【
図��】
。
こ

こ
に
は
関
索
に
ま
つ
わ
る
地
名
が
多
い
。
た
と
え
ば

『

雲
南
志』

巻
六

澄
江
府
条
に
は

｢

關
索
廟
。
…
…
相
傳
關
索
從�
葛
亮
南
征
、
命
守
關

隘
、
故
今
險
要
之
處
皆
有
廟｣

と
あ
り
、
関
索
が
狭
隘
地
の
守
備
を
命

ぜ
ら
れ
た
と
の
伝
承
に
基
づ
き
、
険
要
の
地
に
関
索
廟
が
あ
る
と
い
う
。

地
方
志
に
は
計
四
ヶ
所
の
関
索
廟

(

現
澄
江
市
北
西
の
市
境
付
近
・
晋

寧
区
関
嶺
村
・
紅
塔
区
観
松
寺
・
晋
寧
区
関
索
廟)

の
記
録
が
あ
る

(�)

。

金
文
京
は
、
ウ
リ
ャ
ン
ハ
タ
イ
と
ア
ジ
ュ
親
子
に
よ
る
雲
南
侵
攻
路
が

諸
葛
南
征
路
と
ほ
ぼ
重
な
る
た
め
、
前
者
の
事
績
が
後
者
に
持
ち
込
ま

れ
、
関
索
伝
承
が
残
っ
た
と
す
る

(�)
。
ま
た
范
哲�
は
、
明
朝
が
雲
南
統

治
時
に
関
索
を
利
用
し
た
と
す
る

(�)
。

朝
九
時
、
昆
明
市
の
宿
泊
先
よ
り
出
発
。
九
時
五
九
分
、
澄
江
市
陽

宗
鎮
小
屯

(��
°������������
°���������

)

到
着
【
図��
、��】
。

こ
こ
は
先
鋒
営
と
も
い
い
、
関
索
が
南
征
の
先
鋒
と
し
て
当
地
に
駐
屯

し
た
と
の
伝
承
に
由
来
す
る

(�)

。｢

関
索
戯｣

(

関
索
の
劇)

が
中
国
で
唯

一
残
さ
れ
て
い
る
村
で
あ
る
。
関
索
戯
は
中
国
の
国
家
級
非
物
質
文
化

遺
産
で
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
参
考
資
料
と
し

て

『

関
索
戯
志』

が
あ
り

(�)

、
ボ
ォ
・
シ
ル
ヴ
ィ
に
よ
る
人
類
学
的
研
究

や

(�)

、
上
田
望
の
研
究
が
あ
る

(�)

。
関
索
戯
の
上
演
は
春
節
の
み
と
の
こ
と
。

小
屯
の
横
に
は
福
宜
高
速
が
あ
り
、
村
の
入
り
口
に
は
井
戸
と
溜
池

が
あ
る
。
村
内
に
は
関
索
戯
文
化
広
場
が
あ
り
、
壁
面
に
蜀
の
五
虎
大
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【図33】 旧澄江府周辺 (鮫島作図)
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【図34】 小屯の関索広場

【図35】 関索戯



将
軍
や
、
関
羽
・
張
飛
・
呂
布
の
戦
闘
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
壁
の

裏
に
霊
峰
寺
が
あ
る
。『

澄
江
県
志』

に
よ
る
と
、
霊
峰
寺
は
康
煕
二

七
年

(
一
六
八
八
年)

に
建
立
さ
れ
、
道
光
七
年

(

一
八
二
七
年)

と

一
九
九
四
年
に
重
修
さ
れ
て
い
る

(�)
。
普
段
は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
日
は
た
ま
た
ま
村
内
の
耕
作
地
の
分
割
に
か
ん
す
る
寄
合
が
あ
り
、

寺
内
に
入
れ
て
も
ら
え
た
。
寺
に
は
関
索
戯
関
連
の
道
具
が
し
ま
わ
れ
、

関
索
戯
の
写
真
も
並
び
、
康
煕
帝
期
や
道
光
帝
期
の
石
碑
も
あ
っ
た
。

国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
伝
承
人
の
周
如
文
に
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
関
索
戯
に
は
三
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ

り
、
周
自
身
は
張
飛
役
の
四
代
目
で
、
す
で
に
三
〇
年
以
上
も
関
索
戯

を
上
演
し
て
い
る
。
関
索
戯
は
も
と
も
と
疫
病
を
防
ぐ
目
的
で
、
三
年

間
上
演
し
て
は
三
年
間
や
め
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
劇
中
の
役
は
特

定
の
家
が
分
担
・
継
承
し
て
き
た
が
、
現
在
は
若
者
が
村
外
に
出
て
生

活
す
る
こ
と
も
多
く
、
継
承
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
村
外

か
ら
興
味
を
も
つ
人
が
く
る
た
め
、
彼
ら
に
教
え
て
い
る
。
雲
南
芸
術

学
院
の
大
学
院
生
な
ど
が
調
査
に
来
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
も
来
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。

寺
内
見
学
後
、
関
索
戯
文
化
広
場
で
周
如
文
と
記
念
撮
影
。
壁
面
の

絵
は
、
五
虎
大
将
軍
と
関
羽
・
張
飛
・
呂
布
で
、
劉
備
は
描
き
き
れ
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
小
屯
に
関
索
廟
は
な
く
、
霊
峰
寺
自
体
も
関

索
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
。
村
入
口
の
井
戸
を
見
学
し
、
小
屯
を
後

に
す
る
。

一
一
時
三
八
分
、
澄
江
市
右
所
鎮
旧
城
村
到
着
。
村
内
の
金
蓮
山

(��

°������������

°���������
)

に
は
、
明
清
時
代
の
澄
江
府
城

が
あ
っ
た

(�)

。
近
く
で
下
車
し
、
徒
歩
で
金
蓮
山
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

東
岳
廟
に
立
ち
寄
っ
た

(�)

。
門
前
に
澄
江
県
重
点
文
物
保
護
単
位
碑
が
あ

る
。
そ
ば
の
階
段
か
ら
金
蓮
山
に
登
れ
た
。
途
中
に
玄
天
閣
と
李
恢
祠

が
あ
り
、
中
山
大
学
法
学
院
辨
学
旧
址
の
碑
も
あ
っ
た
。
到
着
時
に
玄

天
閣
と
李
恢
祠
の
門
は
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
、
後
回
し
に
し
た
。

玄
天
閣
横
の
道
を
し
ば
ら
く
歩
き
、
山
の
南
側
に
ま
わ
る
と
、
関
三

小
姐
墓
が
あ
っ
た
【
図��】

。
墓
石
に
は

｢�
忠
臣
興
亭
侯
子
李
公
諱

蔚�
忠
臣
壽
亭
侯
女
關
氏
三
姐
之
墓｣

(

宣
統
二
年

(

一
九
一
〇
年))

と
あ
り
、
墓
前
に
玉
渓
市
文
物
保
護
単
位
碑
も
あ
る
。
漢
忠
臣
興
亭
侯

と
は
李
恢
の
こ
と
で
、
彼
は
建
寧
郡
兪
元
県

(

現
在
の
澄
江)

の
出
身
、

�
降
都
督
使
持
節
領
交
州
刺
史
と
し
て
南
征
で
軍
功
を
た
て
、
の
ち
に

建
寧
太
守
と
な
っ
た
。｢

李
蔚

(

正
し
く
は
李
遺)｣

は
李
恢
の
息
子
で

あ
る

(�)
。
漢
忠
臣
寿
亭
侯
は
関
羽
で
、
娘
の
関
三
小
姐
は
関
銀
屏
と
も
よ

ば
れ
る
が
、『

三
国
志』

や

『

三
国
志
演
義』

に
登
場
し
な
い
。
伝
承

に
よ
れ
ば
、
関
銀
屏
は
李
蔚
と
結
婚
し
て
南
征
に
従
軍
し
、
当
地
に
定

住
し
た
。
死
後
、
地
元
住
民
が
遺
体
を
金
蓮
山
に
葬
っ
た
と
い
う

(�)

。

山
頂
に
は
金
蓮
山
墓
葬
発
掘
南
区
の
碑
が
あ
る
【
図��】
。
金
蓮
山

で
は
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
〇
九
年
に
戦
国
〜
後
漢
墓
二
六
五
基
が
発
掘

さ
れ
た

(�)
。
現
在
山
頂
付
近
は
農
地
と
な
っ
て
い
る
。

関
三
小
姐
墓
と
金
蓮
山
古
墓
群
を
見
学
後
、
玄
天
閣
と
李
恢
祠
付
近

に
戻
っ
て
き
た
が
、
や
は
り
閉
門
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
現
地
民
い
わ

く
、
普
段
は
開
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
李
恢
祠
に
至
っ
て
は
、
そ
も
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【図36】 関三小姐墓

【図37】 金蓮山・学山遺跡



そ
も
門
前
に
張
り
紙
が
な
さ
れ
、
我
々
は
当
初
そ
れ
を
李
恢
祠
だ
と
認

識
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
金
蓮
山
か
ら
出
発
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
通

り
す
が
り
の
旧
城
村
委
員
会
職
員
の
助
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
、
玄
天

閣
と
李
恢
祠
へ
の
立
ち
入
り
が
許
可
さ
れ
た
。
李
恢
祠
内
右
側
に
は
李

恢
の
事
績
を
描
い
た
壁
画
が
あ
り
、
正
面
に
は
鳳
凰
台
が
あ
り
、
李
恢
・

李
蔚
・
関
銀
屏
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
た
【
図��
、��】
。
清
代
に
は

旧
城
村
近
く
に
李
恢
墓
も
あ
っ
た
と
か

(�)
。
現
地
の

｢

修
復
李
恢
祠
記
事

功
徳
碑｣

に
よ
れ
ば
、
李
恢
廟
は
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
正
殿
に
李
恢
・
李
蔚
・
関
銀
屏
の
霊
位
を
祭
っ
て
い
る
と

い
う
。
現
存
す
る
李
恢
祠
は
現
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

李
恢
を
祭
っ
た
祠
は
ほ
か
に
類
例
が
な
く
、
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
の
後
、
玄
天
閣
も
見
学
し
、
一
四
時
頃
に
出
発
。
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【図38】 李恢祠

【図39】 李恢祠の壁画



道
中
で
昼
食
を
簡
単
に
済
ま
せ
、
関
嶺
村
の
関
索
廟
へ
。
正
確
な
位

置
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
村
委
員
会
に
立
ち
寄
っ
た
。
現
地

職
員
は
、
廟
内
の
石
碑
が
倒
壊
す
る
危
険
も
あ
り
、
関
索
廟
は
非
開
放

だ
と
の
べ
た
が
、
交
渉
の
末
、
写
真
撮
影
に
か
ん
す
る
条
件
付
で
廟
内

見
学
が
許
さ
れ
た
。
村
委
員
会
か
ら
東
に
省
道
Ｓ
一
〇
三
を
走
っ
た
の

ち
、
左
手
の
登
山
道
を
登
り
、
途
中
迷
い
つ
つ
、
羊
飼
い
の
老
人
に
道

を
聞
く
な
ど
し
て
進
ん
だ
。
隘
路
の
た
め
、
途
中
で
下
車
し
た
。
周
囲

は
タ
バ
コ
畑
で
、
現
地
民
曰
く
、
特
産
品
だ
と
の
こ
と
【
図��】
。

一
六
時
四
一
分
に
関
索
廟

(��
°������������
°���������

)

到
着
【
図��】
。
本
廟
は
龍
驤
将
軍
廟
と
も
よ
ば
れ
る
。
明
清
地
方
志

に
よ
る
と
、
成
化
八
年

(

一
四
七
二
年)
に
付
近
で
虎
が
害
を
な
し
、

そ
の
捕
獲
後
に
廟
を
一
新
し
、
さ
ら
に
嘉
靖
三
二
年

(

一
五
五
三
年)

に
改
建
さ
れ
た
と
い
う

(�)
。
す
る
と
関
索
廟
は
遅
く
と
も
成
化
八
年

(

一

四
七
二
年)

に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
管
理
者
に
門
を
開
け
て
い
た
だ

き
、
廟
内
を
見
学
す
る

(

廟
内
撮
影
は
不
許
可)

。
門
前
の
晋
寧
県
文

物
保
護
単
位
碑
に
よ
れ
ば
、
廟
内
に
は

｢

関
将
軍
廟
碑｣

(
嘉
靖
三
二

年

(

一
五
五
三
年)

立
碑)

や
、
清
代
の

｢

重
修
漢
龍
驤
将
軍
廟
碑｣
、

｢

増
修
関
侯
廟
記
碑｣

、｢

楊
昇
庵
詩
碑｣

、｢

羅
覲
恩
石
刻｣

が
あ
る
と

の
こ
と
。
た
し
か
に
廟
内
に
は
多
く
の
石
刻
が
無
雑
作
に
置
か
れ
、
比

較
的
新
し
い
功
徳
碑
も
あ
っ
た
。
一
部
は
踏
み
石
に
さ
れ
、
文
章
は
読

め
な
か
っ
た
。
廟
門
内
の
正
面
に
は
関
索
像
が
あ
り
、
そ
れ
と
背
中
併

せ
に
関
羽
像
が
あ
っ
た
。
前
殿
内
に
は
劉
備
を
中
心
に
張
飛
・
趙
雲
・

黄
忠
・
馬
超
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
後
殿
に
は
諸
葛
亮
を
中
心
に
馬
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【図40】 タバコ畑



岱
・
馬
忠
・
李
恢
・
王
平
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

玉
溪
市
中
心
部
に
向
か
う
。
一
八
時
四
〇
分
に
観
松
寺

(��

°����
��������

°���������
)

に
到
着
【
図��】

。
境
内
の
説
明
に
よ
る
と
、

当
地
に
は
明
代
末
年
に
関
索
廟
が
建
立
さ
れ
、
い
っ
た
ん
文
革
で
破
壊

さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
関
索
廟
跡
地
に
観
松
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
二
〇
一
三
年
〜
二
〇
一
五
年
に
大
規
模
改
修
さ
れ
た
と
い

う
。
関
索
廟
の
記
録
は
清
代
地
方
志
に
残
る

(�)

。
現
在
は
第
一
殿
か
ら
第

一
〇
殿
ま
で
あ
り
、
関
羽
を
ふ
く
む
多
種
多
様
な
神
仏
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
到
着
が
遅
く
、
個
々
の
殿
内
に
入
れ
ず
、
境
内
を
一
回
り
し
て
帰

路
に
つ
い
た
。
な
お
玉
溪
市
中
心
部
に
は
武
侯
祠
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

現
存
し
な
い

(�)

。

帰
り
際
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
夕
食
を
と
り
、
昆
明
市
内
に
戻
る
。

夢
南
文
化
主
題
銘
宿
に
宿
泊
。

八
月
二
〇
日

(

火)

二
〇
日
の
調
査
地
は
、
昆
明
市
・
曲
靖
市
の
諸
葛
南
征
関
係
遺
跡
で

あ
る
。

九
時
五
分
、
雲
南
文
化
主
題
銘
宿
出
発
。

一
〇
時
半
、
昆
明
市
嵩
明
県
の
古
盟
台
・
武
侯
祠

(��
°��������

����
°���������

)

着
【
図��】
。『

嵩
明
県
志』

等
に
よ
れ
ば
、
武

侯
祠
は
明
代
に
創
建
さ
れ
、
正
殿
・
廂
殿
が
現
存
す
る
ほ
か
、
か
つ
て

は
祠
前
に
火
神
廟
、
祠
後
に
振
遠
亭
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
七
九
年

に
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た

(�)
。
古
盟
台
は
現
嵩
明
県
の
名
の
由
来
と
な
っ
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【図41】 関索廟



た
場
所
と
も
い
わ
れ
、
明
中
期
以
降
は
諸
葛
亮
が
蛮
と
盟
約
を
結
ん
だ

地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)

。
我
々
が
み
た
と
こ
ろ
、
武
侯
祠

内
の
中
央
奥
に
は
武
侯
像
が
あ
り
【
図��】
、
左
右
に
は
各
々
花
灯
展

示
館
と
洞
経
音
楽
展
示
館
が
あ
っ
た
。
ま
た
明
・
万
暦
四
〇
年

(

一
六

一
二)

作
の

｢

新
建
諸
葛
武
侯
祠
碑
記｣

や
、
清
・
康
熙
元
年

(

一
六

六
二
年)

の

｢

重
修
諸
葛
武
侯
祠
碑
記｣

も
あ
っ
た

(�)

。
か
つ
て

｢

孟
獲

詔
安
盟
約
碑｣

な
る
碑
も
あ
っ
た
が
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

(�)

。
祠

の
裏
手
に
は

｢

古
盟
台
碑｣

(

一
九
七
九
年
重
修)

が
あ
る

(�)

。
花
灯
展

示
館
・
洞
経
音
楽
展
示
館
は
施
錠
さ
れ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
武
侯
祠

内
で
楽
器
を
演
奏
し
て
い
た
一
団
の
厚
意
で
、
内
部
見
学
が
で
き
た
。

一
一
時
、
古
盟
台
・
武
侯
祠
出
発
。

一
二
時
一
五
分
、曲
靖
市
馬
龍
区
諸
葛
山
麓(��
°������������
°
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【図42】 観松寺

【図43】 古盟台碑



���������
)

着
【
図��
、��】

。
諸
葛
山
は
す
で
に
羅
開
玉
が
実
地
調

査
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
葛
山
は
旧
県
鎮
四
旗
田
村
の
隣
に

位
置
し
、
八�
に
及
び
、
海
抜
二
三
〇
七
ｍ
で
、
現
地
で
は
諸
葛
亮
が

南
征
時
に
こ
こ
に
布
陣
し
た
と
伝
わ
る
。
山
頂
に
は
三
〇
〇
〇
㎡
ほ
ど

の
人
工
的
な
平
地
や
、
二
㎡
ほ
ど
の
平
た
い
石
と
小
さ
な
池
が
あ
り
、

平
た
い
石
は
諸
葛
亮
が
指
揮
時
に
地
図
を
広
げ
た
場
所
、
小
さ
な
池
は

諸
葛
亮
が
使
っ
た
貯
水
池
と
伝
わ
る
。
中
腹
部
に
は
環
状
の
塹
壕
が
あ

り
、
蜀
漢
軍
の
塹
壕
だ
と
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
側
の
道
に

は
人
為
的
な
積
み
石
が
あ
り
、
崖
に
接
し
て
い
る
と
い
う

(�)

。
以
上
が
羅

開
玉
の
調
査
記
録
で
あ
る
。
現
地
に
向
か
う
と
、
た
し
か
に
山
の
南
西

か
ら
南
東
に
か
け
て
山
を
囲
む
よ
う
に
、
人
為
的
に
掘
ら
れ
た
大
規
模

な
溝
が
あ
る
。
溝
の
幅
は
約
一
ｍ
、
深
さ
は
場
所
に
よ
っ
て
二
ｍ
ほ
ど

で
、
脆
い
岩
を
掘
削
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
掘
っ
た
岩
は
溝
の
両
側
に

積
ま
れ
、
あ
た
か
も
土
手
の
ご
と
く
で
あ
る
。
溝
は
諸
葛
山
麓
付
近
の

タ
バ
コ
等
の
畑
の
中
を
貫
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
な
ど
も
架
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
溝
沿
い
に
登
山
を
し
て
も
山
道
は
途
中
で
切
れ
、

水
路
な
ど
と
接
続
さ
れ
て
い
る
様
子
は
な
い
。
一
時
間
余
も
登
山
口
を

探
し
、
現
地
民
に
も
質
問
し
た
が
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
一
三
時
五

五
分
、
出
発
。

途
中
で
昼
食
を
と
り
、
五
尺
道
・
毒
水
石
刻
に
向
か
う
。
五
尺
道
は

秦
代
に
敷
設
さ
れ
、
道
幅
が
五
尺
だ
っ
た
こ
と
が
命
名
由
来
と
さ
れ
る

(�)

。

の
ち
の
石
門
道
と
も
い
わ
れ
る

(�)
。
ま
た
毒
水
石
刻
に
つ
い
て
は
次
の
伝

承
が
あ
る
。
諸
葛
南
征
時
に
長
旅
に
疲
れ
た
蜀
漢
軍
は
九
龍
山
を
通
り
、
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【図44】 曲靖武侯祠内の武侯像



つ
い
に
泉
を
発
見
し
た
が
、
人
馬
が
泉
の
水
を
飲
む
と
声
の
出
な
く
な

る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
こ
で
蜀
漢
軍
は
石
碑
を
立
て
、
諸
葛
亮
が
鞭

(

あ
る
い
は
宝
剣)

で

｢

毒
水｣

と
刻
み
、
泉
の
水
が
有
毒
で
飲
め
な

い
こ
と
を
警
告
し
た
と
い
う
。
一
説
に
は
、
泉
に
孔
雀
が
糞
を
し
、
そ

れ
が
毒
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る

(�)

。

一
六
時
、
毒
水
石
刻
が
あ
る
と
い
う
曲
靖
市
沾
益
県
の
山
地
入
口

(��
°������������
°���������

)

に
到
着
。
こ
こ
か
ら
下
車
し
て

毒
水
石
刻
に
向
か
う
。
現
地
民
か
ら
事
前
に

｢

地
元
の
人
で
な
け
れ
ば

見
つ
け
ら
れ
な
い｣

と
忠
告
さ
れ
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
毒
水
探
し
は

難
航
し
、
我
々
は
山
中
を
一
時
間
余
も
さ
ま
よ
っ
た
。
高
徳
地
図
等
の

ア
プ
リ
が
し
め
す
毒
水
石
刻
の
位
置
が
や
や
南
側
に
ず
れ
て
い
た
こ
と

が
災
い
し
た
。
一
七
時
頃
、
山
中
で
山
羊
三
〇
頭
余
を
放
牧
す
る
老
爺
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【図46】 諸葛山に掘られた溝

【図45】 諸葛山



に
遭
遇
。
交
渉
の
末
、
老
爺
が
王
・
森
田
を
毒
水
石
刻
に
案
内
す
る
あ

い
だ
、
柿
沼
・
鮫
島
が
山
羊
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
【
図��】
。

一
八
時
頃
に
毒
水
石
刻

(��
°������������
°���������

)

に

到
着
。
の
ち
、
柿
沼
・
鮫
島
も
合
流
し
た
【
図��
、��】
。

岩
肌
に
赤
文
字
で

｢

毒
水｣

と
記
さ
れ
、
左
に
保
存
状
態
の
よ
い
石

畳
の
五
尺
道
が
残
る
。
そ
ば
に
沾
益
県
第
一
批
重
点
文
物
保
護
単
位

｢

五
尺
道

(

含
毒
水
石
刻)｣

(

一
九
九
九
年
立
碑)

が
あ
る
。
老
爺
に

よ
る
と
、
五
尺
道
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
に
泉
が
実
在
し
た
が
、

現
在
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
実
際
に
歩
い
て
み
た
が
、
泉
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
九
時
五
分
に
山
地
入
口
に
戻
り
、
夕
食
を
と
っ

た
後
、
曲
靖
斉�
智
能
酒
店
に
宿
泊
。

八
月
二
一
日

(

水)

曲
靖
市
・
昆
明
市
の
古
代
史
関
連
遺
跡
を
回
っ
た
。

九
時
五
〇
分
、
爨
文
化
博
物
館
着

(

無
料)

。
博
物
館
は
曲
靖
市
第

一
中
学
校
に
併
設
さ
れ
、
爨
宝
子
碑
と
段
氏
与
三
十
七
部
会
盟
碑
が
展

示
さ
れ
て
い
た
【
図��
、��】
。
爨
宝
子
碑
は
、
碑
高
約
一
九
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

(

以
下
、�)
、
幅
約
七
一�
、
本
文
三
〇
字
×
一
三
行
、

下
部
に
題
名
が
四
字
×
一
三
行
、
上
部
の
題
額
は
三
字
×
五
行
で
あ
る
。

乾
隆
四
三
年

(

一
七
七
八
年)

に
楊
旗
田
で
出
土
し
、
東
晋
頃
の
石
碑

と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。
両
碑
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
覆
わ
れ
、
碑
全
体
を

目
視
で
き
る
。
一
〇
時
一
〇
分
、
爨
文
化
博
物
館
出
発
。

一
〇
時
四
五
分
、
曲
靖
市
博
物
館
着
。
八
塔
台
古
墓
群
・
横
大
路
古
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【図47】 山羊を管理する柿沼・鮫島
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【図48】 ｢毒水｣ 碑【図49】 五尺道と毒水碑

【図50】 爨宝子碑【図51】 段氏与三十七部会盟碑



墓
群
・
湛
大
屯
古
墓
群
の
出
土
遺
物
を
実
見
。
予
約
等
不
要
。
一
二
時
、

曲
靖
市
博
物
館
出
発
。

一
三
時
四
〇
分
、
八
塔
台
古
墓
群
着
【
図��】
。
八
塔
台
古
墓
群
は
、

一
九
七
七
年
に
数
十
器
の
青
銅
器
が
見
つ
か
り
、
発
掘
作
業
が
始
ま
っ

た
。
墓
群
の
年
代
は
春
秋
初
期
〜
前
漢
後
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る

(�)

。
一

帯
は
現
在
柵
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
現
地
交
渉
の
結
果
、
見
学
が
許
可

さ
れ
た
。
八
塔
台
古
墓
群
は
八
つ
の
発
掘
区

(

一
〜
八
号
堆)

に
分
か

れ
、
継
続
的
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

(�)
。
し
か
し
踏
査
時
の
古
墓

群
は
柵
に
囲
ま
れ
、
内
部
は
鬱
蒼
と
草
木
が
茂
り
、
発
掘
用
の
小
屋
に

人
影
は
な
か
っ
た
。
発
掘
区
以
外
の
区
域
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
柿
・

栗
・
梨
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
入
り
口
付
近
に
は
大
豆
も
植
え
ら
れ
て
い

た
。
一
四
時
一
五
分
、
八
塔
台
古
墓
群
出
発
。

一
五
時
一
五
分
、
爨
龍
顔
碑
着
【
図��】
。
爨
龍
顔
碑
は
、
碑
高
約

二
七
三�
、
幅
約
一
三
六�
、
本
文
は
四
五
字
×
二
四
行
、
碑
陰
の
題

名
は
左
右
三
層
に
分
か
れ
、
上
層
約
一
〇
字
×
一
五
行
、
中
層
約
一
〇

字
×
一
七
行
、
下
層
約
一
〇
字
×
一
六
行
。
上
部
に
穿
が
あ
り
、
穿
の

上
に
題
額
四
字
×
六
行
が
あ
る
。
南
朝
宋
頃
の
碑
と
さ
れ
る

(�)
。
碑
は
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
で
覆
わ
れ
、
全
面
を
目
視
で
き
る
。
一
五
時
三
〇
分
、
爨

龍
顔
碑
出
発
。

昆
明
池
沿
い
を
南
下
。

一
七
時
五
三
分
、
河
泊
所
遺
跡
に
到
着
【
図��】
。
河
泊
所
遺
跡
は

一
九
五
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
、
九
回
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
発
掘
地
点

は
一
〇
ヶ
所
、
七
〇
〇
〇
㎡
に
及
ぶ
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
河
泊
所
周
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【図52】 八塔台古墓群



辺
と
北
の
石
寨
山
古
墓
等
が
ま
と
め
て
河
泊
所
遺
跡
と
命
名
さ
れ
た
。

遺
跡
は
お
も
に
漢
代
に
属
し
、
建
築
・
井
戸
・
道
路
・
墓
等
が
発
掘
さ

れ
、｢�眞
国
相
印｣

の
ほ
か
、
二
〇
〇
〇
枚
の
有
字
簡
と
一
〇
〇
〇
〇

枚
の
無
字
簡
が
出
土
し
た

(�)
。
遺
跡
の
範
囲
内
を
南
北
に
通
る
環
湖
南
路

の
西
側
に
河
泊
所
村
が
あ
り
、
村
内
で
は
大
量
の
貝
殻
混
じ
り
の
土
で

建
て
ら
れ
た
民
家
が
見
ら
れ
る
。
発
掘
地
点
は
環
湖
南
路
の
東
側
に
多

く
、
上
蒜
第
一
小
学
の�
に
は
考
古
工
作
隊
の
基
地
が
あ
る
。
周
辺
は

ほ
ぼ
農
地
に
な
っ
て
い
る
。

河
泊
所
遺
跡
の
北
側
に
石
寨
山
古
墓
群
が
あ
る
。
一
八
時
五
四
分
到

着
。
だ
が
現
在
は
博
物
館
を
建
設
中
ら
し
い
。
現
地
の
職
員
に
挨
拶
し
、

少
し
だ
け
敷
地
に
立
ち
入
り
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
碑
を
見
学
し

た
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
石
寨
山
古
墓
群
は
一
九
五
五
年
〜
一
九
九
六
年
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【図53】 爨龍顔碑

【図54】 河泊所遺址文物保護単位碑



に
五
回
発
掘
さ
れ
、
八
七
の
墓
葬
か
ら

｢�眞
王
之
印｣

な
ど
五
〇
〇
〇

余
件
が
出
土
し
た
と
い
う
。
す
で
に
詳
細
な
報
告
書
が
あ
る

(�)

。

昆
明
市
内
に
戻
り
、
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
官
渡
古
鎮
を
散
策
。
夢

南
文
化
主
題
銘
宿
に
宿
泊
。
以
後
自
由
解
散
。

�
(

１)

姜
南

『

雲
南
諸
葛
南
征
伝
説
研
究』

(

民
族
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
四
三

〜
五
二
頁)

、
羅
開
玉

『
三
国
南
中
与
諸
葛
亮』

(

四
川
科
学
技
術
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
、
二
四
七
〜
二
四
八
頁)

。

(

２)

張
立
新

『

南
詔
大
理
国
神
游』

(

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七

〜
二
一
頁)

、
肖
正
偉

｢

諸
葛
亮
永
昌
遺
跡
考
疑｣

(『

保
山
師
専
学』

第
二
六

巻
第
三
期
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
〜
二
〇
頁)

は
、
諸
葛
亮
が
永
昌
郡

(

現

在
の
保
山
市)

ま
で
到
達
し
た
と
す
る
。

(

３)

顧
頡
剛
・
章
巽
偏
著
・
譚
其
驤
校
訂

『

中
国
歴
史
地
図
集

古
代
史
部

分

』
(

地
図
出
版
社
、
一
九
五
五
年
、
一
一
頁)
、
方
国
瑜

｢

諸
葛
南
征

的
路
線
考
説｣

(『

思
想
戦
線』

一
九
八
〇
年
第
二
期
、
四
四
頁)

、
呂
思
勉

｢

諸
葛
南
征
考｣

(『

論
学
集
林』

上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
七
二
九

〜
七
三
〇
頁)

、
寧
超

｢

諸
葛
亮

｢

南
征｣

的
若
干
問
題｣

(『

雲
南
社
会
科
学』

一
九
八
一
年
第
二
期
、
六
九
頁)

。

(

４)

柿
沼
陽
平

｢

三
国
時
代
の
西
南
夷
社
会
と
そ
の
秩
序｣

(『

中
国
古
代
貨
幣

経
済
の
持
続
と
転
換』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
六
九
〜
二
七
〇
頁)

。

(

５)

現
地
の
諸
葛
亮
信
仰
に
か
ん
し
て
は
、
つ
と
に
明
・
謝
肇�制『�眞
略』

巻

五
が

｢

按
、
武
侯
於�眞
威�
最
遠
、
距
今
二
千
年
猶
人
祠
而
家�
之
、
其
遺

蹟
故
址
散
見�
郡�
不
可
殫
述
…
…�
蠻
皆
畏
之
如
天
地
、
愛
之
若�
考
、

革
面
革
心
、
悠
久
無
數
。
嗚
呼
、
其
亦
可
謂
聖
而
不
可
知
也
已｣

と
評
し
て

い
る
。

(

６)
『

後
漢
書』

巻
二
明
帝
紀
・
永
平
一
二
年
条

｢

十
二
年
春
正
月
、
益
州
徼
外

夷
哀
牢
王
相
率�
屬
、
於
是
置
永
昌
郡
、
罷
益
州
西
部�
尉｣

、
巻
八
六
西
南

夷
伝
哀
牢
条

｢

永
平
十
二
年
、
哀
牢
王
柳
貌
遣
子
率
種
人�
屬
、
其
稱
邑
王

�
七
十
七
人
、�
五
萬
一
千
八
百
九
十
、
口
五
十
五
萬
三
千
七
百
一
十
一
。

西
南
去
洛
陽
七
千
里
、
顯
宗
以
其
地
置
哀
牢
・
博
南
二
縣
、
割
益
州
郡
西
部

�
尉
所
領
六
縣
、
合
爲
永
昌
郡｣

。『

続
漢
書』

郡
国
志
永
昌
郡
条

｢

永
昌
郡

明
帝
永
平
十
二
年
分
益
州
置
。�
陽
西
七
千
二
百
六
十
里
。
八
城
、�
二
十

三
萬
一
千
八
百
九
十
七
、
口
百
八
十
九
萬
七
千
三
百
四
十
四
。
不
韋
出
鐵
。

�
唐
。
比
蘇
。
楪�
。
邪
龍
。
雲
南
。
哀
牢
永
平
中
置
、
故
牢
王
國
。
博
南

永
平
中
置
。
南
界
出
金｣

。

(

７)

肖
正
偉
注
２
前
掲
論
文

(

一
二
〜
一
五
頁)

、
姜
南
注
１
前
掲
書

(

二
七
〜

四
三
頁)

、
羅
開
玉
注
１
前
掲
書

(

一
四
八
〜
一
六
六
頁)

、
羅
勇

｢

明
以
前

雲
南
永
昌
地
区
武
侯
伝
説
・
遺
跡
与
廟
宇｣

(『

保
山
学
院
学
報』

第
三
三
巻

第
三
期
、
二
〇
一
四
年
、
五
七
〜
五
九
頁)

、
成
都
武
侯
祠
博
物
館
編
著

『

図

説
諸
葛
南
征』

(

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年)

、
陳
芳

｢

浅
談
雲
貴
川
旧
志

所
載
蜀
漢
南
征
之
遺
存｣

(『

中
国
地
方
志』

二
〇
一
四
年
第
七
期
、
四
七
〜

五
一
頁)

、
陳
芳

｢

諸
葛
南
征
遺
存
現
状
考
察
及
相
関
討
論｣

(『

中
国
文
化
遺

産』

二
〇
一
六
年
第
六
期
、
四
〇
〜
四
二
頁)

。

(

８)

江
応�『
諸
葛
武
侯
与
南
蛮』

(

珠
海
大
学
、
一
九
四
八
年)

、
李
福
清
著
・

白
嗣
宏
訳

｢

漢
族
及
西
南
少
数
民
族
伝
説
中
的
諸
葛
南
征｣

(『

民
族
文
学
研

究』

一
九
九
二
年
第
二
期)

傅
光
宇

｢

諸
葛
南
征
伝
説
及
其
在
緬
甸
的
伝
播｣

(『

民
族
芸
術
研
究』

一
九
九
五
年
第
五
期
、
一
六
〜
二
四
頁)

、
羅
勇
注
７
前

掲
論
文
、
五
四
〜
五
九
頁
、
陽
正
偉

｢

西
晋
以
来
雲
南
永
昌
地
区
的
諸
葛
亮

崇
拝｣

(『

中
華
文
化
論
壇』

二
〇
一
九
年
第
四
期
、
一
三
〇
〜
一
四
三
頁)

、

劉
傑

｢

諸
葛
亮
伝
説
研
究

基
於
西
南
少
数
民
族
地
区
文
史
資
料
的
考
察

｣
(

雲
南
師
範
大
学
修
士
学
位
論
文
、
徐
俊
六
指
導
、
二
〇
二
一
年)

、

柳
鴻
芝

｢

明
清
永
昌
地
区
社
会
風
俗
研
究｣

(

雲
南
大
学
修
士
学
位
論
文
、
陳

碧
芬
指
導
、
二
〇
二
二
年
、
八
一
〜
八
四
頁)

。

(

９)

諸
葛
営
の
位
置
に
つ
い
て

『

大
明
一
統
志』

『�眞
志』

『

雲
南
通
志』

『

永
昌
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府
志』

な
ど
明
清
の
地
方
志
は
お
お
む
ね
府
城
の
南
一
〇
里
と
す
る
。
し
か

し

『

雲
南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
古
蹟
条
は

｢�
葛
營
。
在
司
城

南
一
十
里｣

と
す
る
一
方
で
、
同
祠
廟
条

｢�
葛
武
侯
廟
。
在
城
南
七
里�

葛
營｣

、｢

東
嶽
廟
。
去
城
南
七
里�
葛
營
内｣

と
し
、
七
里
と
す
る
。『

永
昌

府
志』
巻
二
六
俗
祀
保
山
県
条

｢

東
嶽
廟
。
在
府
城
南
七
里�
葛
營｣

も
七

里
と
す
る
。
衛
星
写
真
に
よ
れ
ば
永
昌
府
城
跡

(

太
保
山)

〜
諸
葛
営
遺
跡

は
直
線
で
四
・
五�
程
。

(�)
『

大
明
一
統
志』
巻
八
七
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
祠
廟
条

｢

武
侯
廟
。
在
司
城

南
一
十
里
。
蜀��
葛
亮
擒
孟
獲
屯
營
。�
葛
之
遺
民
因
名�
葛
村｣

、『

雲

南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
祠
廟
条

｢�
葛
武
侯
廟
。
在
城
南
七
里

�
葛
營
。
蜀�
建
興
三
年
、�
葛
亮
擒
孟
獲
、
定
永
昌
屯
營
於
此
。
人
懷
其

�
、
立
祠
祀
之
至
今
、
土
民
自
稱
爲�
葛
遺
民
、
因
名�
葛
村
、
有
古
今
題

詠｣

。

(�)
『�眞

志』

巻
三
古
蹟
永
昌
府
条

｢

諸
葛
營
。
在
府
南
十
里
、
武
侯
屯
兵
之
所
。

及
還
、�
人
遺
此�
聚
、
族
而
居
至
今
、
呼
爲
舊�
人｣

。

(�)
『

大
明
一
統
志』

巻
八
七
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
山
川
条

｢

大�
葛
堰
。
在
司

城
南
一
十
五
里
、
其
東
有
東
嶽
堰
及
小�
葛
堰
、
皆
有
灌
漑
之
利｣

、『�眞
志』

巻
三
堤
閘
永
昌
府
条

｢�
葛
堰
。
有
三
大
堰
、
在
城
南
十
五
里
、
其
東
爲
中

堰
、
又
其
東
爲
小
堰
、
視
衆
水
爲
廣
俗
呼�
子
。�
仲
秋
障
之
、
仲
春
開
之｣

。

(�)
『

雲
南
通
志』

巻
一
三
水
利
永
昌
府
条

｢�
葛
堰
。
有
三
武
侯
所
築
倶
在
城

南
十
里
。
法
寳
山
下
曰
、
大
堰
甃
石
爲
堤
、
厚
一
丈
二
尺
、
高
一
丈
、
周
九

百
八
十
餘
丈
、
明
成
化�
、
御
史
朱
皚
加
築
、
分
水
口
爲
三
、
灌
田
數
千
畝
。

其
東
曰
中
堰
、
源
出
九
龍
池
三
十
六
號
水
、
併
沙
河
水
蓄
積
爲
堰
、
周
三
百

三
十
七
丈
、
分
水
口
爲
三
、
灌
田
數
千
畝
。
又
東
曰
下
堰
、
周
二
百
八
十
丈
、

分
水
口
爲
二
、
灌
田
千
餘
畝｣

、『

永
昌
府
志』

巻
五
九
古
蹟
保
山
県
条

｢�

葛
堰
。
流
於
沙
河
之
南
、
本
武
侯
所
濬
、
久
於
塞
。
明
成
化
三
年
、
巡
按
御

史
朱
皚
浚
伐
石
積
缶
築
堤
、
因
名
曰
御
史
堤｣

。

(�)

保
山
市
水
利
電
力
局
編

『

保
山
市
水
利
志』

(

内
部
発
行
、
一
九
九
三
年
、

五
六
〜
五
七
、
一
六
二
〜
一
七
二
頁)

。

(�)

肖
正
偉
注
２
前
掲
論
文

(

一
三
頁)

。

(�)

雲
南
省
保
山
市
志
編
纂
委
員
会

『

保
山
市
志』

(

雲
南
民
族
出
版
社
、
一
九

九
三
年
、
六
九
八
頁)

。
観
騎
楼
は
、『

大
明
一
統
志』

巻
八
七
金
歯
軍
民
指

揮
使
司
宮
室
条
に

｢

觀
騎
樓
。
在
司
城
南
七
里
、
永
樂
二
十
年
建｣

『

雲
南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
台�
条
に

｢

觀
騎
樓
。
在
司
城
南
七
里
、
永
樂

二
十
年
建｣

と
あ
る
。

(�)

雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所

｢

隆
陽
漢
荘
古
城
趾
勘
探
発
掘
報
告｣

(『

大
理

民
族
文
化
研
究
論
叢』

第
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
、
二
六
六
頁)

。

(�)
李
枝
彩

｢

保
山
諸
葛
営
古
城｣

(『

四
川
文
物』

一
九
九
五
年
第
五
期
、
五

七
〜
五
八
頁)

。

(�)
『

後
漢
書』

巻
八
六
西
南
夷
列
伝
哀
牢
条
、
李
賢
注
所
引
古
今
注

｢

永
平
十

年
、
置
益
州
西
部�
尉
、
居�
唐｣

。

(�)
『

後
漢
書』

巻
八
六
西
南
夷
列
伝
哀
牢
条

｢

先
是
、
西
部�
尉
廣�
鄭
純
爲

政
清�
、
化
行
夷
貊
、
君
長
感
慕
、
皆
獻
土
珍
、
頌�
美
。
天
子
嘉
之
、�

以
爲
永
昌
太
守
。
純
與
哀
牢
夷
人
約
、
邑
豪�
輸
布
貫
頭
衣
二
領
、
鹽
一
斛
、

以
爲
常
賦
、
夷
俗
安
之
。
純
自
爲�
尉
、
太
守
、
十
年
卒
官
。
建
初
元
年
、

哀
牢
王
類
牢
與
守
令
忿
爭
、
遂
殺
守
令
而
反
叛
、
攻�
唐
城
。
太
守
王
尋
奔

楪�
。
哀
牢
三
千
餘
人
攻
博
南
、
燔
燒
民
舍｣

。

(�)
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所
注��
前
掲
論
文

(

二
六
八
〜
二
八
五
頁)

。
保
山

市
文
化
与
旅
游
局
組
編

『

南
方
絲
路
永
昌
道』

(

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
二

〇
年
、
六
五
〜
六
六
頁)

。

(�)
保
山
市
文
化
与
旅
游
局
組
編
注��
前
掲
書

(

五
頁)

。

(�)
『�眞

志』

巻
三
古
蹟
永
昌
府
条
に

｢

四
川
軍
萬
戸
府
址
在�
葛
村
後｣

と
あ

り
、
諸
葛
営
は
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
拠
点
と
も
さ
れ
た
。
ま
た
後
述
の
咸
豊
一

一
年

(

一
八
六
一
年)

の
戦
乱
で
も
駐
屯
地
と
さ
れ
て
い
る
。

(�)
羅
開
玉
注
１
前
掲
書

(

三
七
九
〜
三
八
〇
頁)

。

(�)
『

大
明
一
統
志』

巻
八
七
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
古
蹟
条

｢�
葛
營
。
在
司
城
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南
一
十
里
、
其
東
東
嶽
堰
内
一
土�
周
廻
三
十
餘
丈
高
六
尺
隨
水
高
下
雖
盛

潦
不
沒
俗
謂
武
侯
旗
臺｣

、『�眞
志』

巻
三
古
蹟
永
昌
府
条

｢

旗
臺
。
在�
葛

營
前
小�
子
内
、
武
侯
竪
旗
之
所
、
土
阜
一
區
、
周
三
十
餘
丈
、
隨
水
高
下
、

雖
巨
潦
亦
不
能
浸｣

。

(�)
『

永
昌
府
志』

巻
五
九
古
蹟
保
山
県
条

｢

右
軍
書
臺
。
在�
葛
營
東
、
舊
傳

有
王
羲
之
手
書
碑
刻
、
一
説�
武
侯
南
征
時
右
軍
屯
兵
之
地
、
乃
右
軍
臺
也
。

或
訛
寫
書
臺
耳｣

。
(�)

『

永
昌
府
志』
巻
二
八
戎
事
条

｢

十
一
年
辛
酉
、
雲
州�回
逆
、
偽
揚
威�
督

蔡
七
兒
統
賊
數
萬
、
由
耿
馬
鎭
康
入
寇
…
…

(

二
月)

十
四
日
、
賊
攻�
葛

營
時
、
副
將�
申
出
駐�
葛
營
、
仍
半
籌
莫
展
、
且
富�
吝
財
、
貧�
惜
力
、

各
分
畛
域
、
糧
米
不
准
搬
運
、
賊
至�
奔｣

。

(�)
『

永
昌
府
志』

巻
二
五
典
祀
保
山
県
条

｢

武
侯
祠
。
…
…
一
在
城
南�
葛
營
、

辛
酉
毀
於
兵
、
今
未
修｣

。

(�)
羅
開
玉
注
１
前
掲
書

(

三
七
九
〜
三
八
〇
頁)

。
(�)

『

雲
南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
祠
廟
条

｢

東
嶽
廟
。
去
城
南
七
里

�
葛
營
内｣

、『

永
昌
府
志』

巻
二
六
俗
祀
保
山
県
条

｢

東
嶽
廟
。
在
府
城
南

七
里�
葛
營
、
康
煕�
總
兵
周
化
鳳
修
、
後
燬
於
火
、
乾
隆
四
十
七
年
士
庶

重
建
、
道
光
五
年
知
府
陳
廷�育
重
修
、
辛
酉
兵
燹
拆
毀
該
地
、
士
庶
重
修｣

。

(�)
『�眞

志』

巻
一
六
祀
典
永
昌
府
条

｢

武
侯
祠
。
在
府
城
西
。
嘉
靖�
、
副
使

任
惟
賢
建｣

、『

永
昌
府
志』

巻
二
五
典
祀
保
山
県
条

｢

武
侯
祠
。
一
在
太
保

山
頂
、
舊
廢
。
康
煕
二
十
六
年
重
建
、
總
兵
偏
圖
重
修
、
大
學
士
阿
桂
題
額

人
臣
師
表
、
辛
酉
燹
焚
燬
。
光
緒
五
年
知
縣
劉
雲
章
重
建
一
殿
、
餘
未
修｣
。

な
お

『

永
昌
府
志』

巻
二
五
典
祀
保
山
県
条

｢

武
侯
祠
。
…
…
一
在
城
北
滄

江
橋
、
唐
時
建
、
總
兵
周
化
鳳
捐
修
、
嘉
慶
十
九
年
總
督
伯
麟
重
修
、�
司

徐
繼
曾
題
聯
云
、
丞
相
天
威
南
人
不
復
反
矣
、
先
生
未
死
禮
樂
其
可
興
乎｣

に
よ
れ
ば
、
保
山
市
に
は
も
う
ひ
と
つ
武
侯
祠
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た

『

雲
南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
祠
廟
条
に

｢

名
宦
祠
。
在
城
中
儒
学

東
。
弘
治
十
六
年
、
兵
備
王
槐
建
、
祀�
葛
亮�
賢｣

と
あ
り
、
武
侯
祠
以

外
に
も
諸
葛
亮
を
祀
る
廟
が
あ
っ
た
。

(�)
『

三
国
史』

蜀
書
巻
四
三
呂
凱
伝

｢�
又
降
於�
、�
遙
署�
爲
永
昌
太
守
。

永
昌�
在
益
州
郡
之
西
、
道
路
壅
塞
、
與
蜀
隔�
、
而
郡
太
守
改
易
、
凱
與

府
丞
蜀
郡
王
伉
帥�
吏
民
、
閉
境
拒�
。
…
…
亮
至
南
、
上
表
曰

｢

永
昌
郡

吏
呂
凱
・
府
丞
王
伉
等
、
執
忠�
域
、
十
有
餘
年
、
雍�
・
高
定�
其
東
北
、

而
凱
等
守
義
不
與
交
通
。
臣
不
意
永
昌
風
俗
敦
直
乃
爾｣

。
以
凱
爲
雲
南
太
守
、

封
陽
遷
亭
侯
。
會
爲
叛
夷
所
害
、
子
祥
嗣
。
而
王
伉
亦
封
亭
侯
、
爲
永
昌
太

守｣

。

(�)

保
山
市
中
心
部
の�
陽
区
の
石
碑
に
つ
い
て
は
徐
鴻
芹
点
校
・
中
国
人
民

政
治
協
商
会
議
保
山
市
隆
陽
区
委
員
会
編

『

隆
陽
碑
銘
石
刻』

(

雲
南
美
術
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年)

。

(�)
『

永
昌
府
志』

巻
五
九
古
蹟
保
山
県
条

｢

糧
堆
。
在
府
東
南
山
中�
阜
甚
多
、

相
傳
武
侯
於
此
覆
糧
以
示
彜
人�｣

、｢

保
山
斷
脈
。�
太
保
山
接
脈
處
、
昔

武
侯
過
此
、
掘
地
以
鐵
物
鎭
之
、
防
彜
叛
也｣

。
ま
た

『

雲
南
志』

巻
一
三
金

歯
軍
民
指
揮
使
司
山
川
条
に
は

｢

九�
山
。
在
司
城
南
七
里
。
山
有
九
嶺
、

又
名
九
坡
嶺
。
沙
河
源
出
於
此
、
相
傳
哀
牢
酋
九�
居
此
山
下
、
故
名
。�

葛
亮
南
征
時
、
鑿
斷
山
脈
以
泄
其
氣
、
有
跡
存
焉｣

に
も
断
脈
の
逸
話
が
あ

る
。

(�)
『

雲
南
通
志』

巻
二
六
古
蹟
永
昌
府
条

｢

金
鷄
村
。
在
城
東
五
里
。
蜀�
呂

凱
故
里
、
今
遺
跡
尚
存
。
後
有
古
蒙
千
戸
所
遺
跡｣

。

(�)
『

永
昌
府
志』

巻
二
六
附
寺
観
保
山
県
条

｢

將
臺
寺
。
在
城
東
北
三
十
里
金

鷄
村
外｣

。

(�)
『�眞

志』

巻
三
古
蹟
永
昌
府
条

｢

將
臺��
石
。
倶
在
金
鷄
村
温
泉
之
北
。

臺
高
丈
餘
、
廣
倍
之
、�
石
高
五
尺
、
周
一
丈
許
。
倶
蜀�
呂
凱
建
、
凱�

金
鷄
村
人｣

、『

雲
南
通
志』

巻
二
六
古
蹟
永
昌
府
条

｢

將
臺
。
在
城
東
金
鷄

村
温
泉
之
北
。
蜀�
呂
凱
所
築
、
今
遺
跡
尚
存｣

、『

永
昌
府
志』

巻
五
九
古

蹟
保
山
県
条

｢

將
臺
。
在
金
鷄
村
北
。
世
傳
爲
呂
凱
所
築
、
凱�
本
村
人
。

臺
高
丈
餘
、
廣
倍
之
、
今
廢｣

。
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(�)
『

雲
南
志』

巻
一
三
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
条
に

｢�
賢
祠
。
在
儒
学
東
。
舊

爲
文
昌
祠
、
弘
治�
、
副
使
林
俊
改
祀�
賢
呂
凱�
人｣

、『

永
昌
府
志』

巻

二
六
俗
祀
保
山
県
条
に

｢

呂
張
合
祠
。
在
太
保
山
。
顛
祀�
呂
凱
・
明
張
含
、

咸
豊
二
年
知
府
彭��
建
、
今
廢｣

と
あ
り
、
保
山
に
は
他
に
も
呂
凱
信
仰

の
場
が
あ
っ
た
。

(�)
『

永
昌
府
志』

巻
五
九
古
蹟
保
山
県
条

｢

立�
石
。
在
金
鷄
村
内
。
高
五
尺
、

周
三
丈
許
、
中
斷
處
深
尺
餘
。
相
傳
呂
凱
樹
戟
於
此｣

。

(�)
『

雲
南
通
志』
巻
三
山
川
永
昌
府
条

｢

鳳
溪
山
。
在
城
東
北
三
十
里
、
與
安

樂
山
竝
峙
。
上
有
呂
公
臺
、
不
韋
廢
縣
在
其
麓｣

、
巻
二
六
古
蹟
永
昌
府
条

｢

不
韋
廢
縣
。
在
城
東
北
鳳
棲
山
下
。�
武
帝
置
、
徙
呂
嘉
子
孫
居
之
、
以
嘉

爲
不
韋
後
因
名｣

。

(�)
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所
注�
前
掲
論
文
、
二
八
一
頁
。

(�)
『

大
明
一
統
志』

巻
八
七
金
歯
軍
民
指
揮
使
司
山
川
条

｢

哀
牢
山
。
在
司
城

東
二
十
里
。
本
名
安
樂
、
夷
語
訛
爲
哀
牢
。�
頂
有
一
石
如
人
坐
、
懷
中
有

二
穴
、
名
天
井
。
土
人
於
春
首
視
水
之
盈
涸
、
以
卜�
之
豐
凶
、
至�
見
水

溢
以
爲
吉
兆
。
穴
下
相
通
、
取
左
穴
水
則
右
穴
水
涸
、
取
右
亦
然
。
又
山
下

有
一
石�
如
鼻
、
二
泉
出
焉
、
一
温
一
涼
、
號
爲
玉
泉
。
故
又
名
玉
泉
山｣

。

(�)
『�眞

志』

巻
三
古
蹟
永
昌
府
条

｢�
葛
井
。
在
哀
牢
山
、
其
上
一
巨
石
傍
有

水
、
謂
可
飲
千
人
。
參
將�
子
龍
屯
兵
曾
居
其
地
良
然｣

、｢�
葛
燈
。
出�

葛
井
中
、
土
人
於
星
夜
常
見
火
光
如
燈｣

、『

雲
南
通
志』

巻
二
六
古
蹟
永
昌

府
条

｢�
葛
井
。
在
城
東
二
十
五
里
、
哀
牢
山
上
有
二
穴
、
相
去
一
寸
五
分
、

各
圍
三
尺
許
、
形
圓
如�
、
水
可
飲
千
人
。
夜
有
火
光
。
孟
春
月
、
居
民
視

井
水
盈
涸
以
占�
之
豐
歉
。
相
傳
武
侯
鑿
以
濟
軍�｣
。

(�)

柿
沼
注
４
前
掲
論
文

(

二
六
九
〜
二
七
〇
頁)

。

(�)

大
理
喜
洲
弘
圭
山
墓
群
の
発
掘
報
告
は
、
楊
徳
文

｢

大
理
喜
洲
弘
圭
山
漢

墓
発
掘
簡
報｣

(『

大
理
民
族
文
化
研
究
論
叢』

第
五
輯
、
二
〇
一
二
年
、
三

一
三
頁
〜
三
四
三
頁)

参
照
。

(�)

明
代
の
天
生
橋
に
つ
い
て
は
、
明
・
彭
時
等
纂
修

『

寰
寧
通
志』

巻
一
一

一
雲
南
等
処
承
宣
布
政
使
司
・
大
理
府
条

｢

天
橋
。
在
趙
州
西
三
十
五
里
、

又
名
石
馬
橋｣

(

方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
七
巻』

雲
南
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
、
一
四
一
頁)

、
明
・
李
賢
等
撰

『

大
明
一
統
志』

巻
八
六
雲
南

布
政
司
・
大
理
府
条

｢

龍
尾
關
。
在
点
蒼
山
南
、
其
右
有
石
長
丈
餘
、
名
天

橋
、�
河
之
水
過
其
下
、
兩
岸
石
險
、
人
不
可
渡
、
又
名
石
馬
橋｣

(

方
国
瑜

主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
七
巻』

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八

二
頁)

等
参
照
。
明
後
期
〜
清
代
の
地
方
志
等
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、『

嘉
慶
重
修
清
一
統
志』

巻
四
七
八
大
理
府
条
所
引

『

明
統
志』

(

方

国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
一
三
巻』

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、

五
四
五
頁)

に
は

｢

龍
尾
關
右
有
石
、
長
丈
餘
、
名
天
橋
、�
河
之
水
過
其

下
、
舊
名
石
關
、
下
斷
上
連｣

と
あ
り
、
旧
名
は

｢

石
關｣

で
あ
っ
た
と
い

う
。
如
上
の
史
料
を
は
じ
め
、
天
生
橋
の
関
連
史
料
の
多
く
は
そ
の
所
在
を

｢

城
南
三
十
五
里｣

や

｢

城

(

趙
州)

西
三
十
五
里｣

と
す
る
が
、
現
存
す
る

府
城
と
天
生
橋
の
位
置
関
係
に
鑑
み
れ
ば
、
清
・
顧
祖
禹

『

読
史
方
輿
紀
要』

巻
一
一
七
雲
南
五

｢

天
橋
。
府
西
南
三
十
五
里｣

が
妥
当
。
な
お
寺
内
の
碑

文
は
、
民
国
・
張
培
爵
・
黄
彜

『

大
理
県
志
稿』

巻
三
二

｢

天
生
橋
。
在
城

南
三
十
里
。�
河
西
流
處
。�
壑
深
塹
、
石
梁
跨
之
形
如
人
字
、
憑�
凌
空
、

可
度
一
人
、
故
曰
天
生
橋｣

を
引
き
、
天
生
橋
の
由
来
を
説
明
し
て
い
た
。

(�)
『�眞

南
聞
見
録』

上
巻
地
部
天
生
橋
条

｢

去
下
關
里
許
、
山
行
右
側
、
別
有

一
隅
、
状
如
裂
、
相
距
約
兩
三
丈
、
而
山
之
面
兩
相
湊
合
、
如
環
橋
然
、
中

斷
不
及
尺
、
可
跨
而
行
、
名
曰
天
生
橋
。
過
橋
有
一
小
廟
、�
人
栖
止
其
中
、

出
入
則�
橋
行
。
橋
高
數
丈
、
其
下
溪
水
潺
湲
、
石
磴
林
立
、
捕
魚�
列
坐

列
坐
其
上
、
眞
仙
境�
妙
劃
圖
。
赴
永
昌
必
經
之
路
、
余
過
此�
數
矣
、
至

今
夢
寐
中
時
復
遇
之｣

(

方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
十
二
巻』

雲
南
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
頁)

。

(�)
陳
愛
国

｢

水
環
境
の
再
生
・
保
全
に
お
け
る
地
域
住
民
主
体
型
の
推
進
体

制
の
構
築
に
関
す
る
日
中
比
較
研
究｣

(

ト
ヨ
タ
財
団
研
究
実
施
調
査
報
告
書

(��������������������������������������������������������������������
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������������������
(

二
〇
一
六
年
掲
載
、
二
〇
二
四
年
九
月
一
七
日
最
終
閲

覧)

。

(�)
『

雲
南
通
志』

巻
一
五
祠
祀
澄
江
府
条

｢

關
索
廟
。
一
在
府
城
西
北
。
一
在

江
川
縣
城
北
關
嶺
、
又
名
龍
驤
將
軍
廟
。
一
在
新
興
州
城
東
南
。
一
在
州
城

北｣
。
う
ち
、
今
回
は
関
嶺
村
と
観
松
寺
を
訪
問
し
た
。
ま
た
澄
江
市
北
西
の

関
索
廟
は
つ
と
に

『

雲
南
志』

巻
六
澄
江
府
条

｢

關
索
嶺
。
去
州
北
三
十
里
。

高
可
三
十
餘
丈
、
以
其
險
峻
、
必
引
之
以
索
、
而
後
能
渡
、
若
關
隘
然｣

、

『

雲
南
志』

巻
六
澄
江
府
条

｢

關
索
廟
。
在
府
治
西
二
十
五
里
。
提
古
資
鋪
東
、

峯
巒
高
聳
、
坡
坂�
峻
、
威
靈
赫
奕
、
行�
過
下
惴
惴
不
敢
慢
、
相
傳
關
索

從�
葛
亮
南
征
、
命
守
關
隘
、
故
今
險
要
之
處
皆
有
廟｣

、『

雲
南
通
志』

巻

三
山
川
澄
江
府
条

｢

關
索
嶺
。
在
西
北
二
十
里
。
入
省
大
道
、
山
勢
險
峻
、

設
有
三
關
哨｣

等
に
記
録
が
残
る
。
澄
江
市
北
西
の
山
間
に
現
存
す
る

｢

提

古
村｣

｢

中
関｣

｢

下
関｣

等
の
地
名
は
、
前
掲
史
料
所
見
の

｢

提
古
資
鋪｣

｢

三
関｣

に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
晋
寧
区
の
関
索
廟
は
、『

雲
南
通
志』

巻
二
六
古
蹟
澄
江
府
条

｢

關
索
駐
驛
。
在
城
北
。
關
索
嶺
有
廟｣

、『

澄
江
府

志』

巻
五
古
蹟
新
興
州
条

｢

關
索
駐
驛
。
在
州
北
。
關
索
嶺
有
關
索
廟｣

等

参
照
。
晋
寧
区
北
西
に
関
索
廟
と
い
う
地
名
が
現
存
す
る
が
、
訪
問
で
き
な

か
っ
た
。

(�)
金
文
京

｢

解
説
篇｣

(

古
屋
昭
弘
ほ
か
共
著

『

花
関
索
伝
の
研
究』

汲
古
書

院
、
一
九
八
九
年
、
六
九
〜
七
〇
頁)

。

(�)
范
哲�｢
関
索
是
否
為
関
羽
之
子
雲
南
玉
溪
地
区
関
索
信
仰
調
査
実
録｣

(『

法
人』

二
〇
一
七
年
第
一
一
期
、
八
六
頁)

。

(�)

羅
開
玉
注
１
前
掲
書

(

九
八
頁)

。

(�)

玉
渓
地
区
行
署
文
化
局
・
澂
江
県
文
化
局
編

『

関
索
戯
志』

(

文
化
芸
術
出

版
社
、
一
九
九
二
年)

。

(�)

ボ
ォ
・
シ
ル
ヴ
ィ

｢

関
索
戯
と
は
？
中
国
の

｢

人
気
宗
教｣

に
お
け
る
人

類
学
的
事
例
研
究｣

(『

帝
京
大
学
外
国
語
外
国
文
化』

第
一
〇
号
、
二
〇
一

九
年
、
一
九
九
〜
二
一
一
頁)

な
ど
。

(�)

上
田
望

｢

雲
南
関
索
戯
と
そ
の
周
辺｣

(『

金
沢
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学

教
室
紀
要』

第
六
号
、
二
〇
〇
三
年
、
六
九
〜
九
七
頁)

。

(�)

澄
江
県
志
編
纂
委
員
会
編
纂

『

澄
江
県
志』

(

雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
、
五
九
九
頁)

。

(�)
『

雲
南
志』

巻
六
澄
江
府
条

｢

金
蓮
山
。
一
名
龜
山
。
高
圓
平
正
、
若
蓮
花

然
。
府
治
學
校
皆
建
其
上｣

。

(�)
『�眞

志』

巻
一
六
群
祀
澄
江
府
条
に

｢

東
嶽
廟
。
在
縣
東
南｣

、『

雲
南
通
志』

巻
一
五
祠
祀
澄
江
府
条
に

｢

東
嶽
廟
。
在
府
城
東
暘�甫
山
下｣

と
あ
る
が
、

我
々
が
訪
れ
た
東
岳
廟
は
金
蓮
山
西
側
の
麓
に
あ
っ
た
。

(�)
『

三
国
史』

巻
四
三
蜀
書
李
恢
伝

｢

遂
以
恢
爲�

降�
督
、
使
持�
領
交
州

剌
史
、
住
平
夷
縣
。
先
主
薨
、
高
定
恣�
於
越�
、
雍�
跋
扈
於
建
寧
、
朱

褒
反
叛
於��

。
丞
相
亮
南
征
、
先
由
越�
、
而
恢
案
道
向
建
寧
。�
縣
大

相
糾
合
、
圍
恢
軍
於
昆
明
。
時
恢�
少
敵
倍
、
又
未
得
亮
聲
息
、
紿
謂
南
人

曰

｢

官
軍
糧
盡
、
欲
規
退
還
、
吾
中
間
久
斥�
里
、
乃
今
得
旋
、
不
能
復
北
、

欲
還
與
汝
等
同
計
謀
、
故
以
誠
相
告｣

。
南
人
信
之
、
故
圍
守
怠
緩
。
於
是
恢

出�
、
大
破
之
、
追
奔
逐
北
、
南
至
槃
江
、
東
接��

、
與
亮
聲
勢
相
連
。

南
土
平
定
、
恢
軍
功
居
多
、
封�
興
亭
侯
、
加
安�
將
軍
。
後
軍
還
、
南
夷

復
叛
、
殺
害
守
將
。
恢
身
往
撲
討
、�
盡
惡
類
、
徙
其
豪
帥
于
成�
、
賦
出

叟
、
濮
耕
牛
戰
馬
金
銀
犀
革
、
充
繼
軍
資
、
于
時
費
用
不
乏
。
建
興
七
年
、

以
交
州
屬
呉
、
解
恢
刺
史
。
更
領
建
寧
太
守
、
以
還
居
本
郡
。
徙
居�
中
、

九
年
卒
。
子
遺
嗣｣

。

(�)
澄
江
県
志
編
纂
委
員
会

『

澄
江
県
志』

(

雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、

六
四
四
頁)

。

(�)
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
玉
渓
市
文
物
管
理
所
・
澄
江
県
文
物
管
理
所
・

吉
林
大
学
辺
疆
考
古
研
究
中
心

｢

雲
南
澄
江
県
金
蓮
山
墓
地
二
〇
〇
八
〜
二

〇
〇
九
年
発
掘
簡
報｣

(『

考
古』

二
〇
一
一
年
第
一
期
、
一
八
〜
三
〇
頁)

。

(�)
『

澄
江
府
志』

巻
一
二
塚
墓
河
陽
県
条

｢�
興
亭
侯
李
恢
墓
。
在
城
西
五
里
、

山
石
碑
尚
存｣
。
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(�)
『

雲
南
志』

巻
六
澄
江
府
条

｢

關
索
廟
。
…
…
江
川
縣
北
三
十
里
、
下
有
關

索
嶺
、
廟
在
其
上
。
成
化
八
年
、
有
虎
爲
患
、
太
監
錢
能
道
經
、
廟
下��

獲
虎
、
新
其
廟｣

、『�眞
志』

巻
一
六
群
祀
澄
江
府
条

｢

關
索
廟
。
…
…
在
江

川�
、
稱
龍
驤
將
軍｣

、『

澄
江
府
志』

巻
五
山
川
江
川
県
条

｢

關
索
嶺
。
在

縣
北
二
十
五
里
、
北
瞰
昆
池
、
南
臨
撫
仙
、
一
徑
盤
野
萬
峰
羅
列
、
上
有
關

索
廟
。
按�眞
黔
有
關
嶺
四
、
此
其
一
也
。
舊
有
土
巡
檢
防
守｣

、『

澄
江
府
志』

巻
一
二
祠
祀
江
川
県
条

｢

龍
驤
將
軍
關
侯
廟
。
在
關
嶺
。
成
化
八
年
、
有
虎

爲
患
、
太
監
錢
能
鑄�
作
獲
虎�
、
因
新
其
廟
。
嘉
靖
三
十
二
年
、
兵
憲
濤

宗
魯
改
建｣

。

(�)
『

雲
南
通
志』

巻
一
五
祠
祀
澄
江
府
条

｢

關
索
廟
。
…
…
一
在
新
興
州
城
東

南｣

。

(�)
『

雲
南
通
志』

巻
一
五
祠
祀
澄
江
府
条

｢

武
侯
祠
在
新
興
州
城
南
門
外｣

。

(�)
雲
南
省
嵩
明
県
県
志
編
纂
委
員
会
編
纂

『

嵩
明
県
志』
(

雲
南
民
族
出
版
社
、

一
九
九
五
年
、
六
三
二
頁)

、
邱
宣
充
主
編

『

雲
南
名
勝
古
迹
事
典』

(

雲
南

科
技
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
四
四
頁)

。

(�)
洪
武
年
間

(

一
三
六
八
〜
一
三
九
八
年)

編
纂
の

『

元
史』

巻
六
一
地
理

志
四
に

｢

嵩
明
州
、
州
在
中
慶
東
北
、
治
沙
札
臥
城
、
烏
蠻
車
氏
所
築
、
白

蠻
名
爲
嵩
明
。
昔�
人
居
之
、
後
烏
・
白
蠻�
盛
、�
人
徙
去
、
盟
誓
於
此
、

因
號
嵩
盟
、
今
州
南
有
土
臺
、
盟
會
處
也｣

と
あ
る
。
ま
た
洪
武
・
永
楽
期

史
料
に
基
づ
く
明
・
彭
時
等
纂
修

『

寰
寧
通
志』

巻
一
一
一
雲
南
等
処
承
宣

布
政
使
司
・
雲
南
府
条

(

方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
七
巻』
雲
南
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
四
頁)

に

｢

嵩
明
州
。
在
府
城
東
北
百
二

十
里
、
古�眞
國
地
、
烏
蠻
車
氏
等
六
種
居
之
、
後
爲
枳
氏
所
奪
、
因
名
其
地

曰
枳
磑
。
又
嘗�
人
築
金
城
于
此
、
曰
長
州
。
後
因
蠻
叛
、
築
臺
與
蠻
盟
、

名
其
地
曰
嵩
盟｣

と
あ
り
、『

寰
寧
通
志』

に
基
づ
く
明
・
李
賢
等
撰

『

大
明

一
統
志』

巻
八
六
雲
南
布
政
司
・
雲
南
府
条

(

方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢

刊
第
七
巻』

雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
三
頁)

に
も
ほ
ぼ
同

文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、｢

嵩
明｣

は
元
来

｢

嵩
盟｣

と
よ
ば
れ
、｢

嵩
盟｣

は
漢
人
と
蛮
が
当
地
で
行
っ
た
会
盟
に
由
来
し
、
明
初
に
は
そ
こ
に

｢

土
臺｣

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
景
泰
年
間

(

一
四
五
〇
〜
一
四
五
六
年)

に
編
纂
さ
れ
た
明
・
陳
文
纂
修

『

景
泰
雲
南
図
経
志
書』

巻
之
一
雲
南
府
嵩

明
州
条

(

方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
六
巻』

雲
南
大
学
出
版
社
、
二

〇
〇
一
年
、
二
九
頁)

｢

蜀
後
主
建
興
三
年
、�
葛
武
侯
南
征
、�
至
南
中
、

所
在
戰
捷
、
乃
與�
酋
長
會
盟
于
嵩
山
、�
此
地
也｣

は
嵩
明
州
設
置
の
沿

革
を
の
べ
、
諸
葛
亮
と
嵩
明
州
の
関
係
に
触
れ
る
。
明
初
〜
明
中
期
に
嵩
明

(

盟)

・
古
盟
台
と
諸
葛
亮
は
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

(�)
｢

新
建
諸
葛
武
侯
祠
碑
記｣

の
録
文
は
、
李
兆
祥

『

嵩
明
県
文
物
志』

(

雲

南
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
二
三
頁
〜
一
二
五
頁)

、
蕭
霽
虹
主
編

『

雲
南
道
教
碑
刻
輯
録』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
〇

〜
一
三
一
頁)

等
。
ま
た

｢

重
修
諸
葛
武
侯
祠
碑
記｣

の
録
文
は
雲
南
省
嵩

明
県
県
志
編
纂
委
員
会
注�
前
掲
書

(

八
二
四
頁)

、
李
兆
祥
本
注
前
掲
書

(

一
二
八
頁)

、
蕭
霽
虹
本
注
前
掲
書

(

一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
等)

。

(�)
邱
宣
充
注�
前
掲
書
四
四
頁
。

(�)
姜
南
注
１
前
掲
書

(

三
八
頁)

に
よ
れ
ば
、｢

古
盟
台
碑｣

は
明
・
万
暦
三

九
年

(

一
六
一
一
年)

に
州
太
守
孫
汝
正
が
建
て
、｢

建
興
三
年
春
正
月
、
丞

相
亮
征
四
郡
、
四
郡
皆
平｣

等
と
あ
る
ら
し
い
が
、
現
碑
か
ら
は
確
認
で
き

ず
。

(�)
羅
開
玉
注
１
前
掲
書

(

九
〇
〜
九
一
頁)

。

(�)
『

史
記』

巻
一
一
六
西
南
夷
列
伝

｢

秦
時
、
常�
略
通
五
尺
道
、�
此
國
頗

置
吏
焉｣

、『

史
記
索
隠』

｢

謂
棧
道
廣
五
尺｣

、『

史
記
正
義』

所
引

『

括
地
志』

｢

五
尺
道
在�
州
。
顏
師
古
云

｢

其
處
險�
、
故
道
纔
廣
五
尺｣

。
如
淳
云

｢

道
廣
五
尺｣｣

。

(�)
銭
穆

『

史
記
地
名
考』

(

商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
二
六
頁)

。

(�)
毒
水
石
刻
伝
説
に
つ
い
て
は
姜
南
注
１
前
掲
書

(

八
一
頁)

参
照
。

(�)
方
国
瑜
主
編

『

雲
南
史
料
叢
刊
第
一
巻』

(

雲
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八

年
、
二
四
三
〜
二
四
五
頁)

、
新
津
健
一
郎

｢

爨
宝
子
碑
訳
注
稿

雲
南
地
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域
社
会
史
論
の
た
め
の
ノ
ー
ト

｣
(『

麻
布
中
学
校
・
高
等
学
校
紀
要』

第
一
一
号
、
二
〇
二
三
年
、
一
四
〜
一
六
頁)

。

(�)
八
塔
台
古
墓
群
に
つ
い
て
は
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所

『

曲
靖
八
塔
台
与

横
大
路』

(

科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

。

(�)
康
利
宏
・
呉�
・
余
暁
靖
・
劉
忠
華

｢

雲
南
曲
靖
市
八
塔
台
墓
地
二
号
堆

第
七
次
発
掘
簡
報｣

(『

考
古』

二
〇
一
八
年
第
一
二
期
、
一
七
〜
四
二
頁)

。

(�)
方
国
瑜
注�
前
掲
書

(

二
三
二
〜
二
三
六
頁)

、
新
津
健
一
郎
注�
前
掲
論

文

(

二
六
頁)
。

(�)
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
昆
明
市
晋
寧
区
文
物
管
理
所

｢

雲
南
昆
明
市

河
泊
所
青
銅
時
代
遺
跡｣

(『
考
古』

二
〇
二
三
年
第
七
期
、
六
〇
〜
七
八
頁)

。

(�)
雲
南
省
博
物
館
編

『

雲
南
晋
寧
石
寨
山
古
墓
群
発
掘
報
告』
(

文
物
出
版
社
、

一
九
五
九
年)

、
石
寨
山
雲
南
文
物
考
古
研
究
所
編

『

石
寨
山
文
化
考
古
発
掘

報
告
集』

(

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年)

、
雲
南
省
文
物
考
古
研
究
所

『

石

寨
山
文
化
考
古
研
究
論
文
集』

(

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年)

な
ど
。

【

付
記
】
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

(��������)
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。

柿
沼
陽
平

(
本
学
教
授)

王
博

(

中
国
社
会
科
学
院
助
理
研
究
員)

鮫
島
玄
樹

(

本
学
博
士
後
期
課
程
／
清
華
大
学
高
級
進
修
生)

森
田
大
智

(

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
／
本
学
博
士
後
期
課
程)
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二
〇
二
四
年

早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇
話
会

巻
頭
言

二
〇
二
四
年
の
ア
ジ
ア
史
・
東
洋
史
学
コ
ー
ス

植
田
喜
兵
成
智�

論

説

『

史
記』

と
出
土
文
献
に
お
け
る
秦
の
二
世
皇
帝

陳
侃
理

(

柿
沼
陽
平
訳)�

周
王
朝
の

｢

文
王｣

の

｢

文｣

と
、｢

経
緯
天
地
曰
文｣

の
源
流
に
つ
い
て

豊
田

久��

李
基
白
史
学
の
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
一
考
察
―
生
誕
百
年
に
寄
せ
て

李

成

市��

中
華
民
国
時
期
江
蘇
省
無
錫
県
栄
巷
鎮
に
お
け
る
農
村
経
済
の
発
展

小
丁
巷
・
鄭
巷
・
楊
木
橋
３
ヶ
村
を
例
と
し
て

弁
納

才
一��

翻
訳
論
説

古
代
中
華
帝
国
形
成
期
に
お
け
る
財
政
の
変
容

マ
キ
シ
ム
・
コ
ロ
ル
コ
フ

前
四
世
紀
後
半
か
ら
前
一
世
紀
を
中
心
に

(

中)
(

柿
沼
陽
平
監
訳
・
日
坂
優
太
訳) ��

｢

民
族｣

の
建
設
は
容
易
だ
が
、｢

市
民｣

の
創
造
は
困
難
で
あ
る

王

明
珂

辺
境
を
ど
の
よ
う
に
見
て
、
い
か
に
理
解
す
る
か

(

長
谷
川
大
和
訳) ���

農
村
変
遷
的
堅�
女
性

蕭
美
季
女
士
訪
問
記
録

潘
美
慈
・
曽
獻
緯

(

弁
納

才
一
訳) ���

訳

注

『

後
漢
書』

西
羌
伝
訳
注

(

六)

長
江
流
域
文
化
研
究
所
編���

『

慈
溪
黄
氏
日
抄
分
類』

申
明
訳
注

そ
の
四

巻
七
一

申
明
二

初
任
諸
司
差
委
事

(

続)

宋
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル���

第
二
任
浙
西
提
擧
司
帳
管

資
料
紹
介

黄
興
は
早
稲
田
の
学
生
だ
っ
た
？：

僅
か
な
か
け
ら
が
示
す
も
の

小
二
田

章���

紀
行
文

二
〇
二
四
年
雲
南
省
諸
葛
南
征
関
連
遺
跡
踏
査
記

柿
沼
陽
平
・
王
博

鮫
島
玄
樹
・
森
田
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智���

陝
西
省
西
安
市
・
青
海
省
内
史
跡
等
踏
査
記

斎
藤
賢
・
田
熊
敬
之

新
津
健
一
郎
・
峰
雪
幸
人���

追
悼
文

游
彪
君
を
悼
む

近
藤
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彙

報

���
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